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様式第４ [基本計画標準様式]

○基本計画の名称：八代市中心市街地活性化基本計画

○作成主体：熊本県八代市

○計画期間：平成１９年５月～平成２４年３月（４年１１月）

１１１１．．．．中心市街地中心市街地中心市街地中心市街地のののの活性化活性化活性化活性化にににに関関関関するするするする基本的基本的基本的基本的なななな方針方針方針方針

［［［［１１１１］］］］ 市市市市 のののの 概 況概 況概 況概 況

（１） 本市は熊本市の南方４０キロメートルに位置し、

西は八代海に臨み、北は上益城郡、下益城郡、東は

かみましき しもましき

宮崎県東臼杵郡、南は球磨郡及び葦北郡に接し、

ひがしうすき く ま あしきた

東西５０ｋｍ、南北２５ｋｍ、約６８０ の面積を有して㎢

いる。全面積の３０％が平坦地、７０％が山間地からな

っている。

球磨川河口に位置する八代平野は、球磨川と氷

川等から流下した土砂が堆積してできた扇状地や三

角州を基部とし、江戸時代の１６０８年頃から１９８９年頃まで行われた干拓事業に

より形成された沖積平野である。

また、球磨川等の恩恵により豊富な地下水を有し、飲料水はすべてその地下水

でまかなわれている。

（２） 熊本県下第２位の人口で、旧八代市では昭和３５年に１０万人を超え、以後、

広域合併まで、４５年以上の長期間にわたり１０万人台の人口を維持し続け、県南

の拠点都市として発展してきた。

平成１７年８月１日に旧八代市と旧八代郡の７ヶ町村のうち５ヶ町村の１市２町３

村とが広域合併して１３８,４５１人（平成１８年１０月３１日現在）となっている。

（３）産業構成（平成１７年国調従業員ベース）は、第１次産業が１３.８％、第２次産

業が２７.６％、第３次産業が５８.９％となっている。特に、第１次産業では、５００年

の栽培の歴史を持つイ草と、干拓地に一大産地が形成されているトマト、柑橘類ざ

ぼんの一種でサッカーボール程の大きさを誇り、冬の贈答品として人気が高い晩

ばん

白柚は日本一の生産量を誇る。

ぺ い ゆ

また、第２次産業では、臨海工業用地の造成、港湾施設の整備充実が図られ、九州

縦貫自動車道、南九州西回り自動車道、九州新幹線鹿児島ルート、八代港等、陸・海

交通の要衝としての機能を有していることから、日本製紙、興人、メルシャン、ＹＫＫ、ヤ

マハ熊本プロダクツ等の企業が進出し、県南最大の工業都市として発展してきた。
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（４） 本市の中心市街地は、１６２２年に八代城が築城されて以来、まち割が形成

され城下町として栄え、現在も商店街や公共施設、病院等の都市機能が多数集積

し、商人文化の伝統が色濃く残る祭りも受け継がれている。また、既に一定の社会

資本が整備されている等「まちの顔」として位置付けられ、地域コミュニティの拠点

ともなっている。

そのため、中核的な役割を担う地域として活用することが、まちづくりの観点から

も極めて重要であり、この中心市街地を活性化することは、本市のまちづくりにとっ

て欠かせないものである。

八 代 市 の 概 況

上益城郡上益城郡上益城郡上益城郡

八代郡八代郡八代郡八代郡

宮宮宮宮

崎崎崎崎八代市八代市八代市八代市

県県県県

中心市街地■■■

トマト生産地■■■

い草生産地球磨郡球磨郡球磨郡球磨郡 ■■■

晩白柚生産地■■■

臨海工業用地■■■

九州新幹線鹿児島ルート■□■

九州縦貫自動車道

■■■

南九州西回り自動車道葦北郡葦北郡葦北郡葦北郡



( 3 )

［［［［２２２２］］］］旧中心市街地活性化基本計画旧中心市街地活性化基本計画旧中心市街地活性化基本計画旧中心市街地活性化基本計画のののの検証検証検証検証

（（（（１１１１））））旧中心市街地活性化基本計画策定旧中心市街地活性化基本計画策定旧中心市街地活性化基本計画策定旧中心市街地活性化基本計画策定のののの経緯経緯経緯経緯

本市では、平成８年度から「中小小売商業活路検討委員会」を設置し、中小

小売商業の対策について検討すると共に、平成１０年度から「商店街振興組合

理事長懇談会」を実施して中心商店街活性化の方策について検討を行ってき

た。

そして、平成１２年３月に都市基盤整備、商業の活性化、居住環境の改善、

公共施設の整備等を総合的かつ体系的に推進していくことを目的として「八代

市中心市街地活性化基本計画」（以下「旧計画」とする。）を策定した。

旧計画では、「居住人口の増加」、「休日の通行量の増加」、「集客力の強化」

を基本戦略として、中心市街地区域の両端に集客力のある核施設を整備し、中

心商店街のアーケード建替え等を行って東西の集客施設から中心商店街に誘

導を図る「２核１モール」の構想を描き、平成１２年から平成２１年までの概ね

１０年間に、中心市街地の整備改善のための事業として１６事業、商店街等の

活性化のための事業として２０事業に取り組むこととした。

また、平成１２年度にＴＭＯ構想を、さらに平成１３年度にはＴＭＯ計画を策

定し併せてＴＭＯやつしろを商工会議所内に設立し、「商店街等の活性化のための

事業」を実施してきた。

「２核１モールの構想」
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（（（（２２２２）））） 各種事業各種事業各種事業各種事業のののの実施状況実施状況実施状況実施状況

旧計画策定から６年が経過しているが、公共事業を中心にこれまで中心市街

地に対し、約１０９億円の投資を行っている。

「中心市街地の整備改善のための事業」では１６事業のうち事業完了又は着

手済みのものが５０％であり、事業完了した主なものは「川の交流広場整備事業」

「中心市街地コミュニティ道路整備事業」「球磨川駅地区土地区画整理事業」「や

つしろハーモニーホール整備事業」「球磨川駅地区住宅市街地整備総合支援事

業」「都市計画道路レインボープロムナード線」「都市計画道路千仏線」等であ

る。

また、「商店街等の活性化のための事業」では２０事業のうち、事業完了又は

着手済みのものが５５％であり、事業完了した主なものとして「アーケード建替

え事業」「共同イベント事業」「空き店舗活用事業」「駐車場共同利用促進事業」

「個店の強化事業」「人材育成事業」等があり順調に事業を行ってきた。

「中心市街地の整備改善のための事業」

「商店街等の活性化のための事業」
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（（（（３３３３）））） 旧計画旧計画旧計画旧計画のののの評価評価評価評価

①①①① 実現実現実現実現のののの可能性可能性可能性可能性のののの低低低低いいいい事業事業事業事業をををを計画化計画化計画化計画化

旧計画に盛り込んだ事業の進捗を見ると、５０％強の事業が着手済又は完了と

なっており、現在、１０年計画の６年目となっているが、進捗状況はほぼ予定通り

である。しかしながら、財源不足や実現の可能性が低い事業を計画化しているこ

ともあり今後、事業化が困難と見込まれる。

②②②② 基本戦略目標基本戦略目標基本戦略目標基本戦略目標のののの達成達成達成達成（（（（居住人口増居住人口増居住人口増居住人口増、、、、交流人口増交流人口増交流人口増交流人口増））））

大具体的な数値によると、旧計画策定後の中心市街地の人口の推移 Ｐ８.ア）は（

型店の移転・閉鎖によりマンションの建設可能な土地が確保されたこと、土地

価格の下落、核家族化の進展等により 市大型マンション等が建設されたことや中心

街地におけるコミュニティ道路の整備、土地区画整理事業等の面的整備の推進

により居住者の利便性の向上が図られたことで、平成１２年と平成１８年の比

５.３％（３８４人）増加しており、基本戦略のひとつである「居住人口の増加」の較では

目標はクリアしている。

また、計画に基づき、中心市街地区域の両端にやつしろハーモニーホール（平成１

２年３月）や大型店（平成１７年６月）が整備されたことにより、新たに年間約７８５万

人が中心市街地を訪れており、「交流人口の増加」にも繋がっている。

③ ソフト③ ソフト③ ソフト③ ソフト事業事業事業事業のののの成果成果成果成果

ソフト事業として、中心商店街の空き店舗を活用して主に高齢者を対象とし

た各種講座を開催し、年間約２,０００人の利用がある「ふれあいサロン事業」や

空き店舗を改装して市民団体のミーティングや買い物客の休憩場所等、自由

に利用してもらう市民交流スペースの提供を行ってきた。

また、平成１４年７月に商店のおかみさんで構成する「おかみさん会」を結成

し、春のイベントとして「城下町やつしろのお雛祭り」を開催して、手作りの雛人

形や小物を展示販売することにより、商店街を訪れるお客は市内だけではな

く、県外からも訪れるようになった。また偶数月の１５日には大型店との差別化

を図るため、女性ならではの視点によるイベント「イチゴの日」等への取り組み

を行ってきた。

このようなソフト事業は少しずつではあるが、確実に商店街の活性化に繋が

っていると思われ、今後もこうした事業への取り組みを行っていきたいと考えて

いる。
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④④④④ 状況状況状況状況のののの変化変化変化変化とマイナスとマイナスとマイナスとマイナス要因要因要因要因

旧計画策定後の「歩行者・自転車通行量の推移」（Ｐ８.イ）は平成１５年のアー

ケード全面建替えにより一時的に増加したものの、郊外の大型店の開店や中心

市街地内の大型店の閉鎖等、中心市街地の商店街を取り巻く状況が予想以上

に変化したことにより、平成１２年度と平成１８年度の比較では１７.２％減少し、

同時期の比較で「空き店舗率」（Ｐ８ .ウ）が８ .７％増加する等、マイナス要因が

目立っている。

一方、中心商店街で現在も営業を行っている店舗は、常に顧客のニーズを的確

に把握し、それに応じた商品提供を行うことで営業を継続していると考えられる。

⑤ まとめ⑤ まとめ⑤ まとめ⑤ まとめ（（（（考察考察考察考察））））

「居住人口」、「交流人口」の増加等、旧計画で策定した目標は一定の成果を上

げている一方で、中心商店街への誘客を図ることができなかったため、歩行者・自

転車通行量は減少し、空き店舗率は増加した。

さらに、郊外の大型店の開店や中心市街地内の大型店の閉鎖等により中心

市街地の商店街を取り巻く状況が予想以上に変化したため、中心商店街の疲

弊が進んでいる状況である。

したがって、中心商店街を活性化するための抜本的な方策が緊急の課題であ

り、その課題を解決することが中心市街地全体の活性化に繋がっていくと考えてい

る。
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（（（（４４４４）「）「）「）「中心市街地中心市街地中心市街地中心市街地のののの整備改善整備改善整備改善整備改善のためののためののためののための事業事業事業事業」」」」及及及及びびびび「「「「商店街等商店街等商店街等商店街等のののの活性化活性化活性化活性化のためののためののためののための事事事事

業業業業」」」」 のののの進捗状況進捗状況進捗状況進捗状況とととと今後今後今後今後のののの方針方針方針方針

まちづくり３法の改正に伴い、平成１８年４月から新たな中心市街地活性化基本

計画（以下、「新計画」とする。）の策定を目指し庁内に「中心市街地活性化プロジ

ェクト」、「中心市街地活性化プロジェクト作業部会」の設置を行い、中心市街地の

活性化を一体的に且つ円滑に進める上での調査・研究及び旧計画で掲載した事

業の検証、また、新計画策定にかかる事業の検討を行ってきた。

その結果、新計画の策定にあたり未着手の１６事業のうち、必要性や実現可能性、有

効性等を考慮して２事業を継続して盛り込み、１４事業については中止することとした。



( 8 )

アアアア 中心市街地中心市街地中心市街地中心市街地のののの人口推移人口推移人口推移人口推移

旧計画策定時の中心市街地の人口

７ ３０３人,

旧計画策定後６年経過時の中心市街地の人口

７ ６８７人,

イイイイ 歩行者歩行者歩行者歩行者・・・・自転車通行量自転車通行量自転車通行量自転車通行量のののの推移推移推移推移

ゆめタウンとの連携

旧計画策定時の歩行者・自転車通行量

イオン出店後

↓ ↓
↑

↑

１８ １７１人,
アーケードリニューアル後

サティ閉鎖後
↑

ゆめタウン出店後

旧計画策定後６年経過時の歩行者・自転車通行量

１５ ０５３人,

ウウウウ 空空空空きききき店舗率店舗率店舗率店舗率

旧計画策定時の空き店舗率

１３ ２％.

旧計画策定後６年経過時の空き店舗率

２１ ９％.
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［［［［３３３３］］］］ 現状現状現状現状のののの把握把握把握把握・・・・分析分析分析分析・・・・検討検討検討検討

以下の基本方針を設定する前提となった（１）蓄積されている地域資源のストッ

ク状況（２）地域の現状に関する統計的なデータ（３）地域住民のニーズについて、

現状の把握・分析・検討を行ったので、以下に述べる。

（（（（１１１１））））蓄積蓄積蓄積蓄積されているされているされているされている地域資源地域資源地域資源地域資源のストックのストックのストックのストック状況状況状況状況

①①①① 史跡等史跡等史跡等史跡等のののの分布状況分布状況分布状況分布状況

本市は数多くの寺社・仏閣や八代城、松 濱 軒等、歴史的風情のある施設等が

しょうひんけん

市民生活に潤いと安らぎを与え、「八代妙見祭」等では、歴史と伝統が市民生活

やつしろみょうけんさい

の中に深く根付いている。

ＡＡＡＡ 八代城八代城八代城八代城

地震による麦島城の崩壊を受けて、加藤正方が１６２２

かとうまさかた

年に八代城を築城後、城下町として栄える。

現在のまち割の基礎はこの時に形成された。一国一城

令にもかかわらず幕府から特別許可により残され、加藤家

の改易後には、細川三斎が入城し、その後、明治維新まで

ほそかわさんさい

松井家代々の居城となる。現在、本丸跡には懐良親王を

かねなが

祭神として祀る八代宮がおかれている。

ＢＢＢＢ 松 濱 軒松 濱 軒松 濱 軒松 濱 軒

しょうひんけん

八代城主３代松井直之が１６８８年、母崇芳院尼のため

まついなおゆき
すうほういんに

に建てたお茶屋。また、玄関は唐破風・浜床の造りになっ

か ら は ふ はまゆか

ている。当初は八代海を見渡す浜辺に位置していた。現在

は松濱軒として一般に公開され、肥後花菖蒲の時期やお

ひ ご は な し ょ う ぶ

茶会が催される時には多くの観光客が訪れ、中心市街地

の観光施設として定着している。

ＣＣＣＣ 寺社寺社寺社寺社・・・・仏閣仏閣仏閣仏閣

中心市街地内には、５０余りの寺社・仏閣が点在してお

り、観光資源として活用するため、商店街のおかみさん会

を中心として「歴史と文化の散策事業」に取り組み、各寺

社・仏閣の歴史やご利益等をまとめた「歴史と文化の散歩

道マップ」（Ｐ１１）を作成している。
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ＤＤＤＤ 八代妙見祭八代妙見祭八代妙見祭八代妙見祭

八代妙見祭は、神輿、獅子、奴、神馬、笠鉾、亀蛇等、

み こ し し ん め かさほこ き だ

豪華神幸行列が有名で、本市の最大の祭りであり、市民

に最も愛着がある祭りで、九州三大祭りのひとつに数えら

れ約１３万人の見物客で賑わっている。毎年１１月２３日に

行われる神幸行列の笠鉾は、熊本県指定重要民俗文化財

に指定されているもので、中心市街地内の旧まち割りごとに９基（Ｐ１１）あり、約３

５種類、２５０個ある部品の組み立てには、釘を1本も使わず、祭りの前週から各町

内総出で組み立てを行っている。

当日の神幸行列には親子で参加する等、長い年月をかけて受け継がれてきた

伝統的な祭りである。

また、祭りの週は、中心商店街のアーケード内に笠鉾を展示し、一般に披露

を行っている。なお、祭りの前日の夜は「御夜」と命名し、奉納団体や町衆が陣を

ご や

設営し、商店街では夜市を開催し、見物に訪れた市民に振舞い酒を行っている。

②②②② 地域地域地域地域のののの文化的資源文化的資源文化的資源文化的資源

ＡＡＡＡ 本町土曜市本町土曜市本町土曜市本町土曜市

民間が行うイベントとしては、最も集客力のあるイベン

トであり、現在まで３５年間続いている。

毎年、７月中旬から８月中旬の毎週土曜日に中心商店

街のアーケードをメイン会場として、子供から大人まで楽

しむことのできるゲームやコンサート、オリジナル映画の

上映等、様々な催しが行われており、平成１７年度実績は、５回の開催で集客数

５３,０００人(１回平均１０,６００人)、中心商店街全体の売上げは約４億円に上っている。

ＢＢＢＢ 城下町城下町城下町城下町やつしろのおやつしろのおやつしろのおやつしろのお雛祭雛祭雛祭雛祭りりりり

城下町やつしろのお雛祭りは、八代城主松井家に伝わ

るお雛様をはじめ、市内各所で雛人形やそれにまつわる

品物の展示、イベント等が２月から３月の約１ヶ月間に渡

って開催される。

中心商店街においては、臨時設置された「お休み処」に

おかみさん会手づくりの雛人形やお雛小物等が展示・販売され、各店舗では雛飾

りがディスプレイされており、市内外から約２ ５００人の人が訪れ、賑わいをみせて,

いる。

また、昔は、お正月に女の子へ一間羽子板(およそ１．８ｍの長さの羽子板)を贈

い っ け ん は ご い た

り、これをもらった家庭では床の間に飾って娘が成長するまで保存し、嫁入りのと

きにこの羽子板で針箱等を作って渡すという八代地方独自の伝統的風習があり、

その一間羽子板の展示も行っている。
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「歴史と文化の散歩道」

中心市街地内の笠鉾の分布状況
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③③③③ 公園公園公園公園・・・・緑地緑地緑地緑地のののの分布状況分布状況分布状況分布状況

本市には、６５ ８６ｈａの公園緑地（開発行為により設置された公園緑地は除.

く）があり、市民一人当りの面積は約４ ８㎡となる。.

中心市街地内には特殊公園、都市緑地、街区公園、近隣公園の４種、６箇

所の公園緑地が存在し、その面積は１１ ４８ｈａで、中心市街地内の住民一人.

当りの面積は約１５㎡となり、市民一人当りの公園緑地面積４ ８㎡と比較する.

と３倍以上にあたり、他の地域に比べ恵まれた環境にある。

中心市街地内の公園緑地

種別 名称 面積 備考

歴史公園８ ２ｈａ.
①八代城跡公園特殊公園

コミュニティ広場０ ３５ｈａ.

都市緑地 ② 本 町 緑 地 ０ １６ｈａ.

③ ０ ２２ｈａ出町児童公園 .
街区公園

④ ０ １２ｈａ新町児童公園 .

⑤緑 公 園 １ ２ｈａ.
近隣公園

⑥川の交流広場 １ ２３ｈａ.

合計面積 １１ ４８ｈａ.

資料：街路公園課調べ

中心市街地内の公園・緑地の分布状況

①①①①

③③③③

④④④④

⑥⑥⑥⑥

② ⑤② ⑤② ⑤② ⑤
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④④④④ 公共施設等公共施設等公共施設等公共施設等のののの分布状況分布状況分布状況分布状況

現在、中心市街地には下表のように数多くの施設が立地し、都市機能の集

約が図られている。特に中心商店街の周辺には市役所、総合病院、銀行、郵

便局等、日常の生活に不可欠な施設がコンパクトに集まっており、一部を除

き公共施設の郊外移転も行われていない。

市役所 総合病院 警察署 裁判所 法務局 税務署 商工会議所 銀行

公共施設

ＮＴＴ 郵便局 ハーモニーホール 勤労青少年ホーム 勤労福祉会館

博物館 図書館 厚生会館 総合体育館文化・スポーツ施設

教育施設 高等学校

資料：商政観光課調べ

道路道路道路道路のののの状況状況状況状況⑤⑤⑤⑤

中心市街地には、主な幹線道路として、都市計画道路中央線、八代港線、県道

八代鏡宇土線、市道塩屋町通町線があるが、他の道路は城下町特有で幅員が狭

く、一方通行が多い。

旧計画では、球磨川駅地区土地区画整理事業の一環として、都市計画道路千

仏線（幅員１６ｍ）が平成１５年４月に全線供用を開始し、スポーツセンター線（幅員１

６ｍ）、レインボープロムナード線（幅員１６ｍ）が一部供用開始される等、幅員の広い

道路の整備が進み、街並みが一変した。

また、コミュニティ道路の整備として、区域内の市道のうち、児童の通学路であること

等を考慮し、危険度の高い９路線について、うるおいと親しみを感じる安全な歩行空間

を確保するために歩行スペースの確保、車両の減速化等の道路改良を行った。
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現在の区域内の主要道路および旧計画での都市計画道路・コミュニティ道路整備状況

⑥⑥⑥⑥ 公共交通機関公共交通機関公共交通機関公共交通機関

本市では、産交バス㈱・熊本バス㈱が市全域で４１系統のバスを運行している。

また、中心商店街と中心市街地内の大型店との連携により中心商店街と大型店を

結ぶ「無料シャトルバス」の運行と既存路線のバス停を利用し、環状線形式で区域

外の大型店と中心市街地とを結ぶ路線がある。

現在運行されている路線バスの殆どが中心市街地を通行しており、これまでも

通勤、通学、通院、買い物等に利用されている。

しかしながら、バスの利用者は、モータリゼーションの進展による移動手段の多

様化、便利さや快適さを追求する個人のライフスタイルの変化等の影響から年々

減少の一途をたどっている。
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駐車場駐車場駐車場駐車場のののの状況状況状況状況⑦⑦⑦⑦

中心商店街には、各商店街振興組合が所有・提携する駐車場が約４００台、

市営、店舗、病院等の有料又は無料の駐車場が約４００台、遊技場や個人経

営の駐車場まで合計すると約１ ０００台の駐車場があり、その稼働率は５０％と,

なっている。後記するが、買い物調査で得られた結果では、市民は中心市街地

に望む施設として駐車場を望んでいるが、現状では駐車スペースに対し約半分

の利用しかなく、「駐車場が少ない」といった意見は消費者の中心市街地に対する

イメージ、また、気軽に停めることのできる無料の駐車場が少ないことによると考え

られる。

公共・民間駐車場位置図
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⑧⑧⑧⑧ 上下水道上下水道上下水道上下水道のののの普及率普及率普及率普及率

平成１８年３月時点での旧市全体の上水道普及率は３７ ４９％、下水道普及率.

は３０ ６％であるが、中心市街地の整備率は、ほぼ１００％となっており、他の地域.

に比べインフラの整備が著しく進んでいる。

上水道の普及状況

下水道の普及状況
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（（（（２２２２）））） 地域地域地域地域のののの現状現状現状現状にににに関関関関するするするする統計的統計的統計的統計的なデータのなデータのなデータのなデータの把握把握把握把握・・・・分析分析分析分析

①①①① 人口人口人口人口

旧八代市の人口は、昭和３５年に１０万人を超え、以後、平成１７年８月１日の広

域合併まで、４５年以上の長期間、１０万人台の人口を維持し続けてきた。

広域合併後は１３８ ４５１人（平成１８年１０月３１日現在）となっている。平成１２,

年の旧計画策定後の行政人口（旧八代市）は下表のように減少傾向にあったが、

中心市街地の人口は平成１２年３月時点の７ ３０３人から、平成１８年１０月時点で,

は７ ６８７人へと逆に５ ３％（３８４人）増加している。, .

他の地方都市においてはドーナツ化現象が続いているなか、本市の中心部は人

口流入が続いている。

これは、大型店の移転・閉鎖によりマンションの建設可能な土地が確保され

大型マンション等が建設されたこと、土地価格の下落、核家族化の進展等により

市街地におけるコミュニティ道路の整備、土地区画整理事業等の面たことや中心

的整備の推進により、居住者の利便性の向上が図られたこと等が考えられる。

本市では中心市街地の活性化には、居住人口の増加が必要な手段と考え

ており、さらに居住人口を増やすための施策を講じる必要があると考えている。
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②②②② 小売事業所数小売事業所数小売事業所数小売事業所数・・・・売売売売りりりり場面積場面積場面積場面積・・・・従業員数従業員数従業員数従業員数・・・・販売額販売額販売額販売額

平成１４年の商業統計調査によると、八代市全体の商店数・従業員数・年間販

売額・売り場面積の全てにおいて平成９年調査時より減少しており、中心商店街に

おいても同様である。特に本町１、２、３丁目商店街及び通町商店街では、平成９

年と平成１４年の年間販売額を比較すると、１０,０００百万円以上減少しており、中

心商店街の疲弊が見られる。

これは、スーパーや低価格の衣料品店、食料品を取り扱うドラッグストアやディ

スカウントストアが本市を縦断する県道等の主要幹線道路沿いへ新規出店したこ

とが要因だと考えられる。

そのため、消費者ニーズの多様化に応じた商品の提供や店舗の誘導、きめ細か

なサービスの提供等を行い、中心商店街の活性化を図る必要がある。
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③③③③ 商店街振興組合商店街振興組合商店街振興組合商店街振興組合とととと商店数商店数商店数商店数

中心市街地内には、本町１丁目、本町２丁目、本町３丁目、通町の4つの商店街

振興組合と旧八代市全体の約５分の１に当る２５１の商店が集積している。

これらの４つの商店街振興組合は連合会を組織し、連合でイベント事業等を行っ

ている。また、平成１６年８月には、中心商店街の商店主１３０名で構成される「八

代中心市街地活性化協議会（現、八代中心市街地活性化連絡協議会）」を組織し

定期的な会合を行い、中心市街地の活性化について活発な論議が行われている。

しかしながら、商店街振興組合の組合員数、商店数共に減少傾向にあり、特に

商店数は３１８店舗から２５１店舗へと大幅に減少している。これは、後継者不足や

中心市街地内にあった大型店の閉鎖に伴う通行量や売上げの減少等が要因と考

えられ、通行量増加や売上げ増加のための施策を講じる必要がある。

中心市街地内の商店街
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④④④④ 空空空空きききき店舗率店舗率店舗率店舗率

中心商店街における空き店舗率は、旧計画策定後の平成１２年３月には１３ ２.

％、平成１５年４月には２０％台まで増加した。平成１６年には、アーケードの全面

建替え効果により、一時好転し、１５％台まで回復したが、直近の平成１８年４月で

は２１ ９％が空き店舗となっており、過去、最高に達している。そのため、新たな空.

き店舗対策やチャレンジストアー事業の拡充等を図る必要がある。

⑤⑤⑤⑤ 歩行者歩行者歩行者歩行者・・・・自転車通行量自転車通行量自転車通行量自転車通行量のののの推移推移推移推移

旧計画策定後の「歩行者・自転車通行量」は平成１５年のアーケード全面建替

えにより一時的に増加したものの、郊外の大型店の開店や中心市街地内の大型

店の閉鎖等、中心市街地の商店街を取り巻く状況が予想以上に変化したこと

により、平成１２年度と平成１８年度の比較では１７.２％減少している。但し、平成

１７年度から１８年度にかけては、シャトルバスの運行等ゆめタウンとの連携等に

より若干、通行量が回復している。

したがって、歩行者・自転車通行量の増加のためには、中心商店街へ核とな

る新たな施設を誘導する等、中心市街地の魅力を高める必要がある。

ゆめタウンとの連携

↓

↑

↓

アーケードリニューアル後

↑

イオン出店後 サティ閉鎖後

↑

ゆめタウン出店後
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⑥⑥⑥⑥ 事業所数事業所数事業所数事業所数

中心市街地における事業

所数は、平成１２年度は１ ８,

９４あったが、平成１６年度では

１ ６９８へと１９６の事業所が減,

少している。

特に大半の事業所が集中し

ている中心商店街の本町１丁

目、本町２丁目、本町３丁目、

通町では９９３あった事業所が

８５０へと１４３減少している。

⑦⑦⑦⑦ 商圏商圏商圏商圏

本市には、中心市街地の他に幹線道路沿いに、松江地区・八代臨港線地区・大

村地区・高田地区・鏡地区の５つの商業集積地区があり、大手資本の大型店が八

代臨港線沿いに１箇所、中心市街地の西端に１箇所、近隣の宇城市に１箇所あ

る。

旧八代市の商圏人口は１５５ ０００人で、内訳は１次商圏が旧八代市と千丁町、,

坂本町の１１６ ０００人、２次商圏が葦北郡の一部の５ ０００人、３次商圏が鏡町、, ,

東陽町、泉町及び氷川町の３４ ０００人となっている。,
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⑧⑧⑧⑧ 大型店分布大型店分布大型店分布大型店分布

本市における３ ０００㎡以上の主な大型店は、国道３号線沿いに２箇所、県道八,

代臨港線沿いに２箇所、県道東幹線沿い１箇所、中心市街地内に２箇所の合計７

箇所に分布している。

これら大型店の出店により競合する業種等で中心商店街の売上げ等にも影響

が見られる。

⑨⑨⑨⑨ 土地利用土地利用土地利用土地利用のののの状況状況状況状況

「八代市都市計画マスタープラン」では、中心市街地の区域は都心ゾーンとして

位置付けており、多様な商業・業務機能強化による中心市街地の活性化を促進す

ることとしている。

中心市街地における都市計画用途地域の構成は、商業地域、近隣商業地域、

第２種住居地域、準工業地域で構成され、商業地域としては市内最大の面積であ

り、２５０以上の店舗が集積している。中心市街地は戦災を受けなかったことから、

店舗や古くからの家屋が密集し、道路についても、城下町であったため、狭隘道路

が多数存在する。

また、郊外の大型店やロードサイド店の出店等の影響で、空き地や未利用地が増

加傾向にあるため、土地利用の促進を図るための施策が必要である。
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⑩⑩⑩⑩ 地価地価地価地価のののの状況状況状況状況

本市の地価公示価格の１㎡当りの平均単価は、平成１２年で７３ ５７９円、平,

成１８年は５２ ９８６円となっており、約２８％の下落となっている。,

一方、平成１２年及び平成１８年の中心市街地商業地の地価公示の推移を

見ると本町１丁目が３０％、本町２丁目が４６ ９％下落しており、区域外近隣の.

商業地２６ ８％の下落と比べて中心市街地の地価の下落は大きい。.

これは、空き店舗の増加や通行量の減少等、全国的な地価の下落傾向に加

え、中心商店街の疲弊により、商業地としての価値が下落したことによると考

えられる。

地価公示価格推移

平成１２年 平成１８年 増減

本町１丁目（商業地） １３５ ０００円／㎡ ９４ ５００円／㎡ －３０ ０％, , .

本町２丁目（商業地） １８４ ０００円／㎡ ９７７００円／㎡ －４６ ９％, , .

８６ ５００円／㎡ ６３ ３００円／㎡ －２６ ８％大手町２丁目（近隣の商業地） , , .

７３ ５７９円／㎡ ５２ ９８６円／㎡ －２８ ０％八代市地価公示平均単価 , , .

資料：商政観光課調べ

●

●

●

●

184,000 → 97,700

本町２丁目（商業地）

-46.9%

135,000 → 94,500

本町１丁目（商業地）

-30.0%

47,500 → 40,500

松江本町（住宅地）

-14.7%

86,500 → 63,300

大手町２丁目（商業地）

-26.8%
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（（（（３３３３）））） 地域住民地域住民地域住民地域住民のニーズのニーズのニーズのニーズ等等等等のののの把握把握把握把握・・・・分析分析分析分析

①①①① 買買買買いいいい物調査物調査物調査物調査（（（（平成平成平成平成１５１５１５１５年度年度年度年度））））

Ａ 調査の目的

県南の消費者を対象に本市の中心商店街等に関して、販売方法・サービス・値

段・施設等について意見を求め、その結果を分析し、今後の商店街の活動の指針

とすることを目的とした。

Ｂ 調査の概要

対象地域：八代市郡・下益城郡（小川町）・葦北郡（田浦町、芦北町、津奈木町）

つ な ぎ

配布数：５ ０００部 回収数：１ ４４１部 回収率：２８ ８％, , .

アアアア 世帯世帯世帯世帯のイメージのイメージのイメージのイメージ

各町村の住民基本台帳を基に無作為抽

出により、アンケート票を送付したが、生活

の中心となっている人の年代は、６０代が

最も多く２５％で、次に５０代が約２４％、次

いで４０代の約１９％となっている。

イイイイ 中心商店街中心商店街中心商店街中心商店街へのへのへのへの交通手段交通手段交通手段交通手段（（（（複数回答複数回答複数回答複数回答））））

中心商店街への交通手段は、自家用車の

利用が圧倒的に多く、約７０％を占めている。

平成１５年度の九州運輸局熊本運輸支局「市

町村別車両数統計」によると、自動車・軽自

動車登録台数は７５ ０４４台となっている。,

当時の人口(１０４ ７２８人)からすると市民,

一人当たり０ ７２台の自動車を所有する計算.

となり、自家用車での買い物が大半を占め

ると思われる。
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ウウウウ 中心商店街中心商店街中心商店街中心商店街のののの印象印象印象印象（（（（意見意見意見意見・・・・要望要望要望要望）（）（）（）（複数回答複数回答複数回答複数回答））））

「魅力ある店舗が少ない」又は

「気に入った商品が少ない」として

いる消費者は半数を超えている。

望む商品と提供される商品にギ

ャップがあるためと考えられる。

また、消費者の行動範囲の拡

大やニーズの多様化等により、

このような傾向が出ていると考え

られる。

エエエエ 中心商店街中心商店街中心商店街中心商店街にににに欲欲欲欲しいしいしいしい施設施設施設施設

消費者は駐車場や自転車置場を

望んでいるが、駐車場は中心商店

街には約１ ０００台の駐車場があり、,

その稼動は５０％程度しかない。ま

た、駐輪場も既存駐輪場の利用は少

なく、直接店舗前に乗り付ける傾向

があり、「駐車場が少ない」「駐輪場が

ない」といった意見は、消費者の中心

市街地に対するイメージや気軽に停

めることのできる無料の駐車場が少な

。いこと等によるものと考えられる

オオオオ 中心商店街中心商店街中心商店街中心商店街にににに欲欲欲欲しいしいしいしい店舗店舗店舗店舗（（（（複数回答複数回答複数回答複数回答））））

ウにもあるように、中心商店街の

印象は商品が少ない、営業時間が短

い等のイメージがあるため、商品が

豊富で、営業時間が長く、幅広く商品

を選択できる大型店が望まれている

ようである。
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（食料・日用雑貨・実用衣料品・高級衣料品・文化品・外食・レジャー）カカカカ 日常買日常買日常買日常買いいいい物物物物をするをするをするをする場所場所場所場所

前回調査（平成１２年）と比較する

と、中心商店街での買い物動向は

減少しており、逆に熊本市の商店

街、海士江周辺は上昇傾向にある。

あ ま が え

これは、県都である熊本市に多く

の店舗が立地していることや、また、

海士江周辺は幹線沿いに食料品

や薬品、衣料品等に特化した店舗

やホームセンターが進出したことで、

新たな商業集積地区が形成されて

いること等によると考えられる。

キキキキ 八代市八代市八代市八代市のののの商店街商店街商店街商店街のののの利用状況利用状況利用状況利用状況

カのように日常買物をする場所は

熊本市の商店街、海士江周辺が上

昇傾向にある一方で、八代市の商店

街を利用する割合は週２～３回が最

も多い。これは、古くから馴染みの店

があることや、利用者の交通事情に

よるものと考えられる。

②②②② 交通体系調査交通体系調査交通体系調査交通体系調査（（（（平成平成平成平成１７１７１７１７年度年度年度年度））））

Ａ 調査の目的

中心市街地の活性化に向けて以下の項目について調査することを目的とした。

１）主に本町１丁目から３丁目のブロックについての交通計画を立案すること

２）地区の現況を把握し中心市街地活性化に向けた問題点を抽出すること

Ｂ 調査の概要

八代市役所を中心に区域の西端の大型店を含めた八代港線以南の中心市街

地を対象とし、中心市街地内の交通体系に関する住民アンケート調査及び中心市

街地内の買い物客と経営者に対する意識調査をＴＭＯやつしろが主体となり平

成１７年１１月に実施した。

１）住民アンケート調査 配布数：８２７ 回収数：４７１ 回答率：５６ ９％.

２）利用者・経営者意識調査 サンプル数：４７６ 有効サンプル数：４３７

回答率：９１ ８％.
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Ｃ 住民アンケート総括

資料：交通体系調査
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Ｄ 利用者・事業者意識調査総括

項 目 内 容

１.通常時の買い物行 ①大型店への買い物行動は週に１回程度であり、利用頻度

動 は高くない。

②中心市街地での買い物頻度も、一般利用者は週に数回程

度あり、大型店と同程度の利用である。

③通常時の買い物行動は、大型店等の利用が多いものの、

中心市街地での買い物行動も多く、買い物品により利用

店舗を区別した行動になっている。

２.買い物時の交通手 ①買い物時の交通手段は自家用車の占める割合が高く、特

段 に大型店ではその割合は高い。

②中心市街地への買い物時の交通手段も自家用車が最も高

いものの、自転車を利用して来街する割合が高くなる。

３.大型店と中心市 ①大型店と中心市街地の連携の必要性については、全体的

街地の連携 に必要との意識が高く、大型店利用者においても過半数

以上が必要だと考えている。

②①の連携としてシャトルバスの運行等により、中心商店

街での買い物がしやすくなるとの意見があり、中心市街

地への買い物ニーズがあることを示している。

４.連携を図る道路 ①大型店と中心市街地を連携するために必要な道路として

施設への要望 は、一般利用者は歩行空間や公共交通が利用できる道路

の整備を望んでいる。

②一方、地域住民については、自動車の走行利便性を優先

的に考えた道路整備を望んでいる。

５.日常的に利用し ①比較的利用しやすいと考えている人が多い。これは日常

ている道路につ 的に利用するルートが限定されており、慣れによるもの

いての意識 と思われる。

②中心市街地への来街者や事業者は、一方通行による交通

規制が利用しにくい理由の一つとしてとらえている傾向

が強い。
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６.中心市街地への ①来街者は駐車施設に対する不便さを感じており、駐車場

来街時の不便さ の規模が小さいことや、設置位置が利便性に欠けている

と感じている。

７. ①大型店の出店によって中心市街地での買い物回数の減少買い物行動の変化

や大型店での買い物回数が増加したという意見が多いも

のの、全体的には比較的大きな変化はないという意識を

持っている。

②大型店の出店に関係なく、中心商店街を利用するニーズ

はあるということになる。

８.中心市街地の変 ①中心市街地の変化については、殆どの人が賑わいが減っ

化についての意 た、訪れる人が減ったという認識であり、大型店の出店

識 による中心市街地への来街者の減少による賑わいの低下

を感じている。

９.中心市街地に望 ①中心市街地に望む姿としては、賑わいのある街、活気の

む姿勢とその方 ある街という意識が強く、人々が行きかい、生き生きと

策 した元気のある街を望んでいる。

②上記の姿を達成するための方策としては、他にはない魅

力的なお店を作る等の人が集まる空間づくりや住む人や

来街する人の全てが魅力的と感じられる町並みや空間づ

くりが必要との意見が多い。

１０.中心市街地の魅 ①事業者や住民は、こだわりのお店を魅力と感じている意

力 識も高くなっており、現実とのギャップがうかがえる。

②中心市街地の魅力として、球磨川の風景やお城といった

不変的な自然や建物に対する意識が高い。

資料：交通体系調査
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④④④④元気元気元気元気づくりトークづくりトークづくりトークづくりトーク

市内全域の中学校区単位で市長と市民が直接対話を行う「元気づくりトーク」を

開催し、２１会場で延べ２ １２２人の市民の参加があった。,

中心市街地の活性化は、本市の重要施策の１つとして位置付けられており、市

長も中心市街地活性化に関する方針について各会場で述べている。

「「「「元気元気元気元気づくりトークづくりトークづくりトークづくりトーク」」」」でのでのでのでの中心市街地中心市街地中心市街地中心市街地のののの活性化活性化活性化活性化にににに関関関関するするするする市民市民市民市民のののの主主主主なななな意見意見意見意見

肥後銀行中支店と西日本シティ銀行の前の通りの歩道の段差が非肥後銀行中支店と西日本シティ銀行の前の通りの歩道の段差が非肥後銀行中支店と西日本シティ銀行の前の通りの歩道の段差が非肥後銀行中支店と西日本シティ銀行の前の通りの歩道の段差が非ＱＱＱＱ１１１１

常に大きいので、段差のない平坦な歩道にしてほしい。常に大きいので、段差のない平坦な歩道にしてほしい。常に大きいので、段差のない平坦な歩道にしてほしい。常に大きいので、段差のない平坦な歩道にしてほしい。

Ａ１ 市長回答

今度の中心市街地活性化基本計画の中にもこの歩道の整備を盛り

込んでいる。歩道と車道のバリアフリーというか、フラット化にしていきた

いと思う。

単年度では無理かもしれないが、早期にこの工事を実施していきたい

と思う。

中心市街地への活性化だが、ここのアーケード街をどうしよ中心市街地への活性化だが、ここのアーケード街をどうしよ中心市街地への活性化だが、ここのアーケード街をどうしよ中心市街地への活性化だが、ここのアーケード街をどうしよＱＱＱＱ２２２２

うとかいうのではなく、八代市全体の自力が上がらないと活性うとかいうのではなく、八代市全体の自力が上がらないと活性うとかいうのではなく、八代市全体の自力が上がらないと活性うとかいうのではなく、八代市全体の自力が上がらないと活性

化に繋がらないと思う。化に繋がらないと思う。化に繋がらないと思う。化に繋がらないと思う。

サティ跡地についてはどうなるのか分かれば説明していただサティ跡地についてはどうなるのか分かれば説明していただサティ跡地についてはどうなるのか分かれば説明していただサティ跡地についてはどうなるのか分かれば説明していただ

きたい。きたい。きたい。きたい。

Ａ２ 市長回答

サティ跡地については、大阪のＪ Ｐ Ｃという会社が購入され、計画で. .

は今の建物を壊して２階建ての店舗を造り、１階部分を商業施設、２階

部分をテナントとすると聞いている。平成１９年８月頃オープンの予定だ

と聞いているが、早く取り掛かられるよう、商工会議所と一緒にお願いし

ていきたいと思う。

また、空き店舗等が増えているが、平成１０年度から行っている家賃

の１／３を市が助成するチャレンジストアー事業を是非活用していただ

きたい。

Ａ２’ 副市長回答

中心市街地活性化協議会でも皆さんのお知恵をお借りして、多くの市

民の方々のご意見を反映する形で計画を作っていきたい。
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［［［［４４４４］］］］ 中 心 市 街 地中 心 市 街 地中 心 市 街 地中 心 市 街 地 のののの 活 性 化活 性 化活 性 化活 性 化 にににに 関関関関 す るす るす るす る 基 本 的基 本 的基 本 的基 本 的 なななな 方 針方 針方 針方 針

本市の中心市街地は、１６２２年に八代城が築城されて以来、まち割が形成され

城下町として栄え、現在も商店街や公共施設、病院等の都市機能が多数集積し、

商人文化の伝統が色濃く残る祭りが受け継がれている。また、既に一定の社会資

本が整備され「まちの顔」として位置付けられ、地域コミュニティの拠点となってい

る。

そのため、中核的な役割を担う地域として活用することが、まちづくりの観点

からも極めて重要であり、この中心市街地を活性化することは、本市のまちづく

りにとって欠かせないものである。

また、旧計画の検証や中心市街地の現状分析、地域住民のニーズ調査等か

ら、次のとおり中心市街地を活性化する必要性がある。

（１） 歴史や文化、祭り等の伝統が中心市街地に残されているが、中心市街

地内にある歴史や文化に関しての認知度が低く、核家族化や少子高齢化等に

より伝統文化の継承も困難になってきている。そのため、中心市街地の伝統文

化を維持・継承していくこと等を通じて、地域コミュニティを活性化していく必要があ

る。

（２） 既にある程度の都市機能が集約し、また、上下水道や道路等インフラの

整備が進んでおり、効率的なまちづくりを行うことができるため、既存ストックの

有効活用を図る必要がある。

（３） 中心商店街は単に商店の集合体だけではなく、交流や遊び等の場とし

ての機能を複合的に有し、「まちの顔」としての役割も担っているが、かなり疲

弊した状況であり、これ以上の衰退は「まち」としての機能を失うだけではなく、

市全体に波及するおそれがある。

こうしたことを踏まえ、地域住民等の生活と交流の場である中心市街地の活性

化のため、また、少子高齢化に対応し、そこに住む人や訪れた人が互いに癒され

るまちづくりのために 次の方針に基づき、多くの市民の参画により、地域における、

社会的、経済的及び文化的活動の拠点となるにふさわしい魅力ある市街地の形成

を図っていくものである。
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①①①① 市民市民市民市民がががが誇誇誇誇りとりとりとりと愛着愛着愛着愛着をををを持持持持てるまちづくりてるまちづくりてるまちづくりてるまちづくり

本市の中心市街地は、古くから城下町として栄え、球磨川の清流や数多くの寺

社仏閣や八代城、松濱軒等、歴史的風情のある施設等が市民生活に潤いと安ら

ぎを与えている。

また、商人文化の伝統が残る「八代妙見祭」では、笠鉾（山車）がまち割りごとに

現在まで受け継がれている等、歴史と伝統が市民生活の中に深く根付いている。

そのため、中心市街地にいまなお生き続けている八代独自のまちの個性を

磨き高めていくことを基本に、市民が誇りと愛着を持てるまちづくりを図る。

②②②② 便利便利便利便利でででで安全安全安全安全なななな暮暮暮暮らしやすいまちづくりらしやすいまちづくりらしやすいまちづくりらしやすいまちづくり

本市の中心市街地は、現在も商店街や公共施設、病院等の都市機能が多

数集積し、一人当たりの公園面積も広く都市インフラ整備が整い、歩行者優先

の道路整備等、インフラ整備が進んでいる。

こうした特性を生かし、都心回帰の受け皿となるような便利で暮らしやすいコ

ンパクトなまちづくりの推進を図る。

③③③③ 賑賑賑賑わいとわいとわいとわいと活気活気活気活気あふれるまちづくりあふれるまちづくりあふれるまちづくりあふれるまちづくり

本市の中心商店街は、そこに住む人に便利さを提供しているほか、かつて

は休日ともなれば郊外や市外からの集客の拠点となり、賑わいをもたらしてい

た。また、中心商店街で開催される「土曜市」は３５年以上続けられ、夏の風物

詩として定着し、約５万人の市民が中心商店街を訪れ、賑わいをもたらしてい

る。さらに、中心市街地における商店街は、交流や遊びの場としての機能を複

合的に有し、単に商店が集積する場というだけではなく、「まち」の中心としての

役割も担っている。

こうしたことから、「まちの顔」としての魅力を高めることを基本に賑わいと活

気あふれるまちづくりの推進を図る。
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２２２２．．．．中心市街地中心市街地中心市街地中心市街地のののの位置及位置及位置及位置及びびびび区域区域区域区域

［［［［１１１１］］］］ 位置位置位置位置

位置設定の考え方

本市は平成１７年８月に旧八代市と旧八代郡の７ヶ町村のうち５ヶ町村の

１市２町３村が合併した。この中で、旧八代市は県下第２の人口を有する都市

として、八代郡市を併せた地域のみならず、県南の拠点都市として、発展して

きた歴史がある。

その八代市にあって当該地区は、１６２２年に加藤正方が築城した八代城を

中心に古くから栄えた城下町を形成し、江戸時代から現在に至るまで周辺地域

の中枢・中核地域である。

現在も商店街や市役所をはじめとする公共施設、病院等の都市機能が多数

集積しており、当該地域の浮沈みが地域経済に与える影響が大きいため中心

市街地として位置付けたものである。

九州熊本県における八代市の位置

中心市街地

八代市における中心市街地の位置
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［［［［２２２２］］］］ 区域区域区域区域

区域設定の考え方

中心市街地の区域は、南北を前川堤防と都市計画道路八代港線で囲

み、東側は球磨川駅地区土地区画整理事業、西側は家電量販店まで囲ん

だ約１５６ｈａとする。

この区域は「八代市新市建設計画」において、「新市の中心としての位置付

けにあり、新市の顔としての商業拠点、歴史・文化拠点の形成を進める」として

おり、その施策方針として、「新市の顔としての中心市街地の活性化を推進す

る。」としている。

また、都市計画用途地域の商業地域としては市内最大の場所であり、「八代

市都市計画マスタープラン」において、中心市街地の区域は都心ゾーンとして

位置付けており、多様な商業・業務機能強化による中心市街地の活性化を促

進することとしている。

さらに、上下水道、公園等のインフラ整備が他のエリアに比べて著しく進ん

でおり、公共施設や旧八代市全体の約１ ５の商業施設（２５１商業施設、平成/

１４年度商業統計調査）が立地している等、都市機能の集約が図られている。

また、歴史や文化資源である八代城や多数の寺社・仏閣等が５０以上存在し

ている。

こうしたことから、この区域を中心市街地として設定することとした。

中心市街地区域図

中心市街地区域

町界
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［［［［３３３３］］］］ 中心市街地要件中心市街地要件中心市街地要件中心市街地要件にににに適合適合適合適合していることのしていることのしていることのしていることの説明説明説明説明

要件 説明

第１号要件 当該市街地には、本町１丁目、本町２丁目、本町３

当該市街地に、相当 丁目、通町の４つの商店街振興組合と旧八代市全体

数の小売商業者が集 の約５分の１に当る２５１の商店が集積している。

積し、及び都市機能が また市役所、図書館、厚生会館をはじめとする市の施

相当程度集積してお 設や警察、郵便局、銀行、病院、学校等数多くの公共施

り 、その存在している 設がある等、都市機能が相当程度集積しており、市の中

市町村の中心 と し て 心としての役割を果たしている。

の役割 を果た し てい

る市街地であること （１） 商業の集積

本市には１ ３８９商店がある。また、当該市街地には、,

本町１丁目、本町２丁目、本町３丁目、通町の4つの商店

街振興組合と旧八代市全体の約５分の１に当る２５１の

商店が集積しており、市民生活に欠くことのできない地域

となっている。
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（２） 中心市街地の公共施設

本市は１６２２年の八代城築城により、行政機能が置

かれそれに伴い商業・居住等が集積し城下町として栄え

てきた。

現在も八代城跡東側に市庁舎があり、これを基点に数

多くの公共施設、文化スポーツ施設等が立地している。

中心市街地内の公共施設

市役所 総合病院 警察署 裁

判所 法務局 税務署 商工会

公共施設 議所 銀行 郵便局 ＮＴＴ ハ

ーモニーホール 勤労青少年

ホーム 勤労福祉会館

文化・スポ 博物館 図書館 厚生会館

ーツ施設 総合体育館

教育施設 高等学校

資料：商政観光課調べ
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第２号要件 当該市街地は市の中心として役割を果たしてきたが、

当該市街地の土地利 市郊外の大型店やロードサイド店の出店で、当該市街地

用及び商業活動の状況 の商店街においても、２つの大型店の撤退による通行量

等からみて、機能的な の減少に伴う、売上げの減少、空き店舗の増加等の影響

都市活動の確保又は経 を受けている。

済活力の維持に支障を また、当該市街地は古くからの城下町であり、祭り等の

生じ、又は生ずるおそ 歴史や文化を継承する役割を担っていたが、中心市街地

れがあると認められる 内の住民の高齢化や少子化の進展等によりその役割を

市街地であること 果たすことが困難となってきている。

(１) 中心市街地及び八代市の「年間販売額」

商店数や売場面積同様に年間販売額も減少しており、

特に中心商店街の本町１、２、３丁目商店街及び通町商

店街では１０ ０００百万円以上減少している。,

（２） 商店街振興組合売上げ状況

前表の商業統計調査同様に売上げが減少している。

その要因として、スーパーや低価格の衣料品店、食料品

を取り扱うドラッグストアやディスカウントストアが本市を

縦断する県道等の主要幹線道路沿いへ新規出店し、

農業振興地域農用地区域外には全国大手資本の大型

店、準工業地域にも大型店、工業地域には全国展開す

る家電量販店の出店により、競合する業種等で中心商店

街への影響が見られる。

なお、次頁に掲載するデータは、本市独自で各商店街振

興組合を調査した結果であり、このデータには本町１丁目商

店街振興組合に多く集積している飲食店のデータは含まれ

ていない。
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商店街振興組合売上げ状況（単位：百万円 （大型店は除く)）

（３） 空き店舗の推移

中心商店街における空き店舗は、旧計画の平成１２年

３月には１３ ２％、平成１５年４月には２０％台まで増加し.

た。平成１６年には「チャレンジストアー事業」により一時

好転、１５％台まで回復したが、直近の平成１８年４月で

２１ ９％が空き店舗となっており、過去、最高に達してい.

る。
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（４） 中心市街地の事業所数の推移

中心市街地における事業所数は、平成１２年度は

１ ８９４あったが、平成１６年度では１ ６９８へと１９６の事業, ,

所が減少している。特に大半の事業所が集中している中

心商店街の本町１丁目、本町２丁目、本町３丁目、通町

では９９３あった事業所が８５０へと１４３減少している。

（５） アーケード内通行量

旧計画策定後の「歩行者・自転車通行量」は平成１５年

のアーケード全面建替えにより一時的に増加したものの、

郊外の大型店の開店や中心市街地内の大型店の閉鎖な

ど、中心市街地の商店街を取り巻く状況が予想以上に変

化したことにより、平成１２年度と平成１８年度の比較では

１７.２％減少している。 但し、平成１７年度から１８年度に

かけては、シャトルバスの運行等ゆめタウンとの連携等

により若干、通行量が回復している。

←アーケードリニューアル後 ゆめタウンとの連携

↓

イオン出店後→

↑
ゆめタウン出店後 →

サティ閉鎖後
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第３号要件 （１） 平成１７年３月に策定した新市建設計画におい

当該市街地における ても、当該市街地は「新市の顔としての八代中心市街

都市機能の増進及び経 地の拠点機能強化を図り、商業活性化とともに、都心

済活力の向上と総合的 としての複合的な魅力と活力のある拠点形成を推進す

かつ一体的に推進する る。」との位置付けがなされている。

ことが、当該市街地の さらに、平成１８年に実施した総合計画の市民アン

存在する市町村及びそ ケート調査でも約２３％の人が中心市街地の活性化が

の周辺の地域の発展に 必要だと思っている。

とって有効かつ適切で

あると認められること

資料：八代市総合計画市民アンケート

（２） 中心市街地内にはハーモニーホール、図書館、博

物館等を始めとする文化的施設が多く立地している。ま

た、コンサートの開催や音楽、演劇の発表会等で、市内

外から年間約６６万人を超える利用があり、文化的活動

の拠点となっている。

また、中心市街地内にある商店街は、そこに住む人の

便利さを提供しているほか、かつては休日ともなれば郊

外や市外からの集客の拠点となり、賑わいをもたらしてい

た。そのため、中心市街地の活性化を図ることは、既存

ストックを生かし、効果的な取り組みが可能であり、雇用

の拡大や所得の向上、また市の税収の向上にも繋がる

等、当該地域のみならず市全体及び周辺地域の経済の

活性化にも繋がる。
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平成１７年度中心市街地内の文化的施設年間利用状況

施設名 利用者数

図 書 館 １５７ ３２７人,

博 物 館 ３７ ３２１人,

やつしろハーモニーホール ３６５ ８７２人,

厚生会館 １００ ０９４人,

計 ６６０ ６１４人,
資料：商政観光課調べ
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３３３３．．．．中心市街地中心市街地中心市街地中心市街地のののの活性化活性化活性化活性化のののの目標目標目標目標

［１］ 中心市街地活性化の目標

本市では、新計画策定にあたり、旧計画の検証及び各種調査の分析に基づき、

今後５年間の八代市中心市街地活性化策を検討し、以下の３つを目標として活性

化に取り組むこととした。

（（（（１１１１ ）））） 中心市街地中心市街地中心市街地中心市街地のののの賑賑賑賑わいをわいをわいをわいを取取取取りりりり戻戻戻戻すすすす

交流人口を増やすため、歴史と文化の特色を生かした施策の推進や、コミュニテ

ィの場の整備、中心市街地へのアクセス性向上を実施することにより中心市

街地の賑わいを取り戻す。

（（（（２２２２ ）））） 街街街街なかなかなかなか居住居住居住居住のののの促進促進促進促進

コンパクトなまちづくりを行い、居住者の利便性を高めるため、空き地、空きビルを

活用し、市内外からの人口流入を図る住宅供給等の推進、歩行空間のバリアフリ

ー化や中心市街地内の一方通行の相互通行化によるアクセス改善等を行うことに

より、街なか居住の促進を図る。

（（（（３３３３ ）））） 中心商店街中心商店街中心商店街中心商店街のののの活性化活性化活性化活性化

中心商店街を中心市街地における賑わいの核とするために、「ハレ」の気分が

味わえる場の演出や、季節ごとの行事や祭り、記念日等に集客力のあるイベント

を開催し、商店街へのアクセスと回遊性の強化、商業施設を整備するとともに、大

規模集客施設の郊外への立地を抑制し、商業の集積を図ることにより中心商店街

の活性化に繋げていく。

［２］ 数値目標指標の設定について

中心市街地活性化の目標の達成状況を把握するための指標として「交流人口

の増加」、「街なか居住の促進」、「中心商店街の活性化」の分野ごとに数値目標

指標を設定する。
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［３］ 具体的な目標数値の考え方

（（（（１１１１）））） 中心市街地中心市街地中心市街地中心市街地のののの賑賑賑賑わいをわいをわいをわいを取取取取りりりり戻戻戻戻すすすす

① 数値目標の指標設定の考え方

交流人口の増加に関する数値目標としては、主な集客施設の利用者数、歩行

者・自転車通行量、イベント実施時の来場者数等が考えられる。本市では、これま

でも毎年中心商店街の通行量調査を実施し、定期的なフォローアップも可能な指

標であるため、歩行者・自転車通行量を数値目標として設定した。

② 数値目標設定の考え方

ゆめタウン出店（平成１７年６月）前の平成１６年度の賑わいを取り戻すことを目

的に、数値目標を設定した。

ゆめタウンとの連携

↓↑

↑

アーケードリニューアル後

↑
イオン出店後

サティ閉鎖後

↑

ゆめタウン出店後
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数値目標：中心商店街の歩行者・自転車通行量の増加 １０％

評価指標 平成１８年 平成２３年

１５０５３人 １６６００人歩行者・自転車通行量の増加 , ,

③ 目標達成のための考え方

目標を達成するために実施する事業としては、ガラッパ広場整備、本町緑地再

生事業、こどもプラザ事業（仮称）等を実施し、商店街が行う各種ソフト事業を組

み合わせることにより、市内外からの集客を図る。

また、民間の食品量販店建替え事業、大型商業ビル開発等で中心市街地の

集客の拡大を図ると共に、各種ソフト事業の中でも特に歴史と文化の散策事業に力を

入れ、中心市街地の魅力を再認識してもらい、新たな集客を見込んでいる。

Ｃ 中心市街地居住促進事業 Ｄ 有料老人ホーム住宅型建設
実施事業

Ａ 大型商業ビル開発

Ｂ 食品量販店建替え事業

（こどもプラザ事業）（仮称）

３,０００人/日 ５００人/日増 居住者３１３人 居住者１４８人来場者数見込み

１ ０２０人 日 １７０人 日 １１２人/日 ５３人/日歩行者数見込み , / /

実施事業 合 計Ｅ ガラッパ広場整備 Ｆ 本町緑地再生事業 Ｇ その他の事業効果

１００人/日 ５６人/日 ６０人/日 ４,１７７人/日来場者数見込み

１,５４３人/日歩行者数見込み １００人/日 ２８人/日 ６０人/日
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今計画では、ガラッパ広場整備、本町緑地再生事業及び各種ソフト事業の実施

や民間の大型商業ビル開発、食品量販店建替え事業、中心市街地居住促進事業

により通行量１,５４３人／日が見込まれ、目標達成は可能であると判断する。

Ａ 大型商業ビル開発 １,０２０人 日/

大型商業ビル開発（売場面積４,３００㎡）の利用者が約３,０００人（事業者が予定している

来場者数）のうち、アーケードを徒歩で回遊する割合を３４％ と想定した。（※１）

日３ ０００人×３４％＝１ ０２０人, , /

Ｂ 食品量販店建替え事業 １７０人 日/

食品量販店建替え事業（売場面積２,０００㎡）により、利用者が２,０００人から２,５００

人へと建替え前の利用者より５００人増えると想定（事業者が予定）。

そのうち、アーケードを徒歩で回遊する割合を３４％ と想定した。（※１）

日５００人×３４％＝１７０人/

Ｃ 「共同住宅」入居者の買物人数 １１２人/日

３１３人×２.５/７ ≒１１２人 日（※2） /

（居住者数）×（週のうち２.５回の自転車・徒歩での買い物を想定）＝（自転車・徒歩で外出す

る者）
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Ｄ 有料老人ホーム住宅型建設 ５３人/日

「老人ホーム住宅型」の住居戸数９４室（１４８人）

１４８人×２.５／７ ≒５３人 日（※２） /

（入居者数）×（週のうち２.５回の外出を想定）＝（自転車、徒歩で外出する者）

Ｅ ガラッパ広場整備 １００人 日（来場者数見込み）/

１０人×１０ｈ＝１００人 日/

（利用者平均）×（稼働時間）＝（来場者数見込み）

Ｆ 本町緑地再生事業 ２８人 日/

①５００人×３４％×１ ３≒５６人 日/ /

（食品量販店建替え事業で増加が想定される人の数）×（複数の施設を徒歩で回遊する割

合 ）×（３つの動線のうち本町緑地に繋がる動線）＝（緑地を訪れる人の数）（※１）

②５６人×１ ２ ＝２８人 日/ /（※３）

（食品量販店建替え事業により増加した利用者が緑地を訪れる数）×（緑地を訪れる人が

アーケードを回遊する割合）＝（緑地からアーケードへの歩行者見込）

Ｇ その他の事業効果 ６０人 日/

道路の相互通行化、バリアフリー化、その他の事業効果による増加 ６０人 日/

（目標達成のために必要な歩行者・自転車通行量）

Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＋E＋F＋Ｇ＝１,５４３人 日/

（（（（※１※１※１※１））））複数複数複数複数のののの施設施設施設施設をををを徒歩徒歩徒歩徒歩でででで回遊回遊回遊回遊するするするする割合割合割合割合を３４を３４を３４を３４％％％％としたとしたとしたとした根拠根拠根拠根拠

２００４年８月の日本建築学会大会学術講演によると、豊橋市

の中心市街地における来街者の特性と回遊行動をアンケート結

果に基づき分析してあり、中心市街地を訪れた人が２箇所以上の

目的地を回遊する割合が６９％となっていたため、複数の施設を

徒歩で回遊する者のうち、アーケードを訪れる割合が半数あると想定して６９％／２＝３４％とした。

半数とした考え方は、４方向の動線のうち、２方向に行く者については、アーケードに行くと考えられ

るためである。

なお、豊橋市は、お城や港、臨海工業地域があり、産業構造でも農業・工業が共に盛んで本市と

状況が似ていること等から参考としたものである。

（出典：日本建築学会大会学術講演梗概集より２００４年８月）

目的地1箇所 ３１％

目的地２箇所 ２６. ２％ ２箇所以

上目的地

がある割

合６９％

目的地３箇所 ２３. ４％

目的地４箇所以上 １９. ４％

合　計 １００％
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（（（（※２※２※２※２））））徒歩又徒歩又徒歩又徒歩又はははは自転車自転車自転車自転車でのでのでのでの外出外出外出外出をををを「「「「週週週週のののの内内内内２.５２ .５２ .５２ .５回回回回」」」」としたとしたとしたとした根拠根拠根拠根拠

平成１５年度八代市買物調査では、商店街に出かける頻度が「週に２～３回」が最も多い。こ

のため、 外出を「週の内２.５回」とした。徒歩又徒歩又徒歩又徒歩又はははは自転車自転車自転車自転車でのでのでのでの

（P２６キ、平成１５年度お買物調査参照）

（（（（※３※３※３※３））））緑地緑地緑地緑地をををを訪訪訪訪れるれるれるれる人人人人の１ ２がアーケードをの１ ２がアーケードをの１ ２がアーケードをの１ ２がアーケードを回遊回遊回遊回遊するとしたするとしたするとしたするとした根拠根拠根拠根拠/

動線が２方向で、その１つがアーケードに繋がることから緑地を訪れる人の１ ２がアーケードを/

回遊するとした。

④ フォローアップ

中心商店街６箇所の通行量調査を毎年行うと共に、必要に応じて複数回行い、

個別事業の進捗状況の調査結果を分析・評価する。この結果を中心市街地活性

化協議会へ報告し、協議の上、状況に応じて必要な措置を講じる。

また、計画期間終了時点には、中心市街地活性化に効果的な事業であったかど

うか等、具体的な検証を実施する予定である。
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街街街街なかなかなかなか居住居住居住居住のののの促進促進促進促進（（（（２２２２））））

① 数値目標の指標設定の考え方

街なか居住の状況を端的に表す指標として、「居住人口の増加」を設定した。

② 数値目標設定の考え方

中心市街地の人口は旧計画策定後の平成１２年から平成１８年までの比較では

５ ３％、（年間約０ ８％）増加している。一方、旧八代市全体の推移を見ると、平成. .

１２年から平成１８年にかけて２ ７％（年間約０ ５％）減少している。. .

そのため、街なか居住の促進事業を実施することで、中心市街地の人口増の水

（平成１２年から平成１８年までの平均増加率） （計画期間）準を維持していくことを目指し、０ ８％ ×５年間.

＝４％増の目標を設定した。

旧八代市の行政人口と中心市街地の人口推移

平成８年 平成９年 平成１０年 平成１１年 平成１２年 平成１３年 平成１４年 平成１５年 平成１６年 平成１７年 平成１８年 平成２３年

―旧八代市の行政人口 １０８３０６ １０８３６０ １０８２６５ １０７７５５ １０７３５９ １０７１７９ １０６８０６ １０６２６９ １０５５２７ １０５１５４ １０４５０３, , , , , , , , , , ,

８１３１ ７ ９４４ ７ ８５６ ７７２４ ７ ３０３ ７２４１ ７ ６６４ ７６４４ ７６１２ ７ ６２３ ７６８７ ８ ０００中心市街地の人口 , , , , , , , , , , , ,

資料：住民基本台帳
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数値目標：中心市街地内の居住人口の増加 ４％

平成２３年

（純増３１３人）

８ ０００人,

評価指標 平成１８年

７,６８７人 ５０５人増中心市街地内の居住人口の増加

平成２３年

（人口推移による

７ ４９５人
減少１９２人）

,

③ 目標達成のための考え方

平成１８年の中心市街地内居住人口は７ ６８７人であるが、人口推移による減,

少分－２ ５％（－０ ５％×５年）を加味すると、５年後の平成２３年には７ ４９５人へ. . ,

と減少すると思われる。

今計画では、平成２３年の中心市街地居住人口８ ０００人を目指している。,

従って目標を達成するためには、平成２３年の目標人口８ ０００人から人口推移,

による減少分を引いた５０５人を事業により増加させなければならない。

目標を達成するために実施する事業としては、歩道のバリアフリー化や道路改

良によるアクセス性の改善、こどもプラザ事業（仮称）等で中心市街地内の利便性

を向上し、国・県の支援制度を活用し、民間事業者等による空き地、空きビルを活

用した新たな居住者の受け皿となる中心市街地居住促進事業や中心市街地共同

住宅建設を行い、街なか居住の促進を図る。

①中心市街地共同住宅 ②中心市街地共同住宅 ③中心市街地居住促進 ④今後の中心市街地共

実施事業

建設（民間資本） 建設（民間資本） 事業（補助制度利用） 同住宅建設（民間資本）

２３人 １１６人 １４６人 ２２０人
入居者数（推定）

合 計 ５０５人
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Ａ 中心市街地共同住宅建設（８戸）（民間）

２.９１人×８戸＝２３人

（平成１７年の国勢調査速報値２.９１人／世帯）×（整備予定の住宅戸数）＝(増加人数)

Ｂ 中心市街地共同住宅建設（７８戸内、単身向け５８戸）（民間）

２.９１人×２０戸＋５８戸＝１１６人

（平成１７年の国勢調査速報値２.９１人／世帯）×（整備予定の住宅戸数）＝(増加人数)

Ｃ 「共同住宅」の建設による入居人数 １４６人

本市の基本方針にのっとり区域内で予定されている共同住宅建設に対し、国の中心市

街地共同住宅供給事業や熊本県の街なか居住推進事業等を利用しながら、民間事業を

側面から支援し、建設促進を図る。

３６６人×４０％ ＝１４６人（※１）

（中心市街地居住促進事業の実施により入居が考えられる人数）×（国や県の補助制度を利用し、

共同住宅の建設を行うと考えられる割合）＝（共同住宅の建設による入居人数）

Ｄ Ａ及びＢと同様の民間資本による事業

３６６人×６０％＝２２０人

（中心市街地居住促進事業の実施により入居が考えられる人数）×（民間資本で共同住宅の

建設を行うと考えられる割合）＝（共同住宅の建設による入居人数）

（目標達成のために必要な居住者数）

Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＝５０５人

（（（（※１※１※１※１））））国国国国、、、、県県県県のののの補助制度補助制度補助制度補助制度をををを利用利用利用利用するするするする割合割合割合割合を４０を４０を４０を４０％％％％としたとしたとしたとした根拠根拠根拠根拠

現在、市で把握している共同住宅の建設を予定又は着手済みのものが５棟あり、そのうちの２棟

については補助を利用したい旨の相談がなされていることから、国、県の補助制度を利用する割合

を２ ５＝４０％とした。/

④ フォローアップ

毎年住民基本台帳のデータを基に中心市街地の居住人口を調査すると共に、

共同住宅の建設状況調査を並行して行い、分析・評価する。その結果を中心市街

地活性化協議会へ報告し、協議の上、状況に応じて必要な措置を講じる。

また、計画期間終了時点には、中心市街地活性化に効果的な事業であったかど

うか等、具体的な検証を実施する予定である。
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（（（（３３３３）））） 中心商店街中心商店街中心商店街中心商店街のののの活性化活性化活性化活性化

① 数値目標の指標設定の考え方

中心商店街の活性化に関する数値目標としては、中心商店街の売上額、歩

行者・自転車通行量、従業者数、空き店舗数等が考えられる。この内、効果測

定を最も確実に判断することができ、また客観的にも納得できる数値が中心商店

街の売上額であるため、中心商店街の活性化に関する数値目標として中心商店街

の売上げ増加を設定した。

② 数値目標設定の考え方

ゆめタウン出店（平成１７年６月）前の平成１６年度の売上げ水準を目指し、数値

目標を設定した。
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数値目標：中心商店街の売上げ増加 １０％

評価指標 平成１７年 平成２３年

中心商店街の売上額 ６２３,３９０万円 ６８０,０００万円

③ 目標達成のための考え方

目標を達成するために実施する事業としては、ガラッパ広場整備、本町緑地

再生事業等を実施し、併せて道路改良によるアクセス性の改善を行うと共に、

商店街が行う各種ソフト事業を組み合わせることにより、民間の食品量販店建

替え事業、大型商業ビル開発の利用者の中心商店街への誘客を図り、売り上

げの増を目指す。

Ａ 空き店舗対策として見込まれる売上げ増 １５，６００万円

①商店街１店当たりの売上げ

６２３ ３９０万円÷１１９店舗＝５ ２００万円, ,

（４振興組合の総売上）÷（４振興組合の総店舗数）＝（１店あたりの売上げ）

②チャレンジストアー事業による出店見込み店舗数

（３０店舗÷８年間）×５年＝１９店舗

（現在まで営業している店舗数）÷（チャレンジストアー事業期間）×（計画期間）＝（チャレ

ンジストアー事業での計画期間内の出店見込み店舗数）

③空き店舗の増加見込み数

１９店舗÷６年間＝３ ２店舗.

（平成１２年からの空き店舗増加数）÷（平成１２年から平成１８年まで）＝（年平均空き店

舗増加数）

３ ２店舗×５年＝１６店舗.

（年平均空き店舗増加数）×（計画期間）＝（計画期間内で増加見込みの空き店舗数）

④計画期間内に増加が見込まれる店舗数

１９店舗－１６店舗＝３店舗

（チャレンジストアー事業での出店見込み店舗数）－（空き店舗の増加見込数）＝（計画期

間内に増加が見込まれる店舗数）

５，２００万円×３店舗＝１５，６００万円
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Ｂ 歩行者・自転車通行量の増加により見込まれる売上げ増 ３８ ０６４万円,

（１店あたりの売上げ）×（通行量の増加による商店街振興組合の売上げ増加見込み）＝

（売上げ増の金額）

①歩行者・自転車通行量の増により見込まれる売上げ増加６％

平成１５年度と平成１７年度の中心商店街の通行量を比較すると、３３％（年間１１％）減少

している。また、商店街振興組合売上げ状況は同様の比較で１９ ８％（年間６ ６％）減少して. .

いる。このため、通行量と売上げの減少には概ね１０：６の相関があると推定される。こうした

ことから、目標の一つである中心商店街の通行量１０％増加を達成すると、売上げも６％増

加すると設定した。

②商店街の総店舗数

１１９店舗＋３店舗＝１２２店舗

（４振興組合の総店舗数）＋（計画期間内に増加が見込まれる店舗数）＝（商店街の総店

舗数）

５ ２００万円×６％ ×１２２店舗＝３８ ０６４万円, ,（※１）

Ｃ 各種ソフト事業の実施により見込まれる売上げ ３ ２０８万円,

（各種ソフト事業で新規に集客を見込む人数）×（イベント開催時の客単価）＝（売上げ見

込み金額）

中心商店街のイベント開催時、把握可能な客単価をみると、

①通町商店街振興組合の実績ではイベント時の総売上が２ ０００ ０００円、集客数が, ,

１ ０００人あった。このため、イベント時における平均客単価は２ ０００円となる。, ,

②本町２丁目商店街振興組合の実績ではイベント時の総売上が１８ ６００ ０００円、, ,

集客数が２０ ０００人あった。このため、イベント時における平均客単価は９３０円となる。,

よって、（２ ０００円＋９３０円）／２＝１，４６５円となり、イベント時の客単価を１ ４６５円, ,

とした。

２１ ９００人×１ ４６５円＝３ ２０８万円, , ,

Ｄ 商店街の売上増額（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） ５６ ８７２万円,

Ｅ 商店街の総売上見込額

６２３,３９０万円＋５６ ８７２万円≒６８０ ０００万円, ,
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④フォローアップ

毎年、各商店街振興組合毎に売上データを商工会議所で調査し、中心商店街

の売上げ動向について分析・評価する。その結果を中心市街地活性化協議会へ

報告し、協議の上、状況に応じて必要な措置を講じる。

また、計画期間終了時点には、中心市街地活性化に効果的な事業であったかど

うか等、具体的な検証を実施する予定である。

中心商店街での年間イベント

イチゴの日（共通・偶数月１日のみ） 商店街へのリピーター獲得のためのイベント４月

ちびっこカーニバル（共通・１日のみ） こどもの日をテーマにしたイベント５月

イチゴの日（共通・偶数月１日のみ） 商店街へのリピーター獲得のためのイベント６月

中元大売出し（共通・３１日間） 商店街参加による全市連合の大売出し

土曜市（共通・第３～４土曜日２日間） 本町アーケード一帯で行われる夜市７月

七夕まつり（２丁目・１日 ）地域の商店や児童と連携した七夕に関するイベントのみ

イチゴの日（共通・偶数月１日のみ） 商店街へのリピーター獲得のためのイベント

土曜市（共通・第１～３土曜日３日間） 本町アーケード一帯で行われる夜市８月

千日一夜祭り（通町・１日のみ） 地域の歴史をテーマにしたイベント

イチゴの日（共通・偶数月１日のみ） 商店街へのリピーター獲得のためのイベント

スクールマーケット（１丁目・７日間） 地域の高校とタイアップしたイベント

１０月

秋の市（２丁目・３日間） 実りの秋をテーマにしたイベント

秋の収穫祭（３丁目・２８日間） 広域物産展等を開催

八代妙見祭御夜（共通・1日 ） 妙見祭前夜、商店街にて笠鉾や亀蛇の展示、振舞酒等を行う１１月 のみ
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ファンタジーロード出町＆通町 （出町、通町・１９日間） まちのイメージアップをテーマにしたイベント１１月

歳末大売出し（共通・３１日間） 商店街参加による全市連合の大売出し

イチゴの日（共通・偶数月1日のみ） 商店街へのリピーター獲得のためのイベント

１２月

もうけもん市（１丁目・２日間） クリスマスをテーマにしたイベント

ファンタジーロード出町＆通町 （出町、通町・３１日間） まちのイメージアップをテーマにしたイベント

ファンタジーロード出町＆通町 （出町、通町・２１日間） まちのイメージアップをテーマにしたイベント

元旦初売り（１丁目、２丁目・１日のみ） 新春を祝うイベント１月

成人式イベント（共通・１日のみ） 新成人を中心商店街で祝うイベント

城下町やつしろのお雛祭り（共通・15日間）雛祭りをテーマにしたイベント

イチゴの日（共通・偶数月１日のみ） 商店街へのリピーター獲得のためのイベント

２月

本町笑店街公演（１丁目・５日間） 商店主で構成される劇団の新春公演

パワフルマーケット（通町・新規） 肥薩おれんじ鉄道沿線の物産展

城下町やつしろのお雛祭り（共通・16日間）雛祭りをテーマにしたイベント３月

土曜市 八代妙見祭

（７月～８月開催） （１１月開催）

イチゴの日ﾌｧﾝﾀｼﾞｰﾛｰﾄﾞ出町＆通町

（通年偶数月）（１１月～１月開催）

劇団本町笑店街 城下町やつしろの

（２月開催） お雛祭り

（２月～３月開催）
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４４４４．．．．土地区画整理事業土地区画整理事業土地区画整理事業土地区画整理事業、、、、市街地再開発事業市街地再開発事業市街地再開発事業市街地再開発事業、、、、道路道路道路道路、、、、公園公園公園公園、、、、駐車場等駐車場等駐車場等駐車場等のののの公共公共公共公共のののの用用用用にににに供供供供するするするする

施設施設施設施設のののの整備整備整備整備そのそのそのその他他他他のののの市街地市街地市街地市街地のののの整備改善整備改善整備改善整備改善のためののためののためののための事業事業事業事業にににに関関関関するするするする事項事項事項事項

［１］市街地の整備改善の必要性

（１）市街地の整備改善の必要性

本市の中心市街地は、城下町特有のまち割が多く残っているため、幅員が狭い

道路や一方通行が多く、中心市街地へのアクセス性に乏しい。これは、ＴＭＯや

つしろが実施した「中心市街地における交通体系調査事業の住民アンケート」で

４７％の住民が可能な限り一方通行の解除を望んでおり、調査結果からも実証さ

れている。

また、平成１５年に実施した「買い物調査」によると、中心市街地に望む施設とし

て、休憩のできるようなポケットパークの整備が望まれている。

そのため、中心市街地活性化の目標である、「賑わいの創出」、「街なか居住の

促進」、「中心商店街の活性化」を達成するため、中心商店街における憩いの場の

創出や中心市街地へのアクセス性の改善、来街者の回遊性向上等、中心市街地

の整備改善のために必要な事業を計画した。

（２）フォローアップの考え方

各事業において、毎年進捗状況の調査を実施し、庁内のプロジェクトチームで協

議を行うと共に中心市街地活性化協議会へ報告し、状況に応じて必要な措置を講

じる。

また、計画期間終了時点には、中心市街地活性化に効果的な事業であったかど

うか等、具体的な検証を実施する予定である。

［２］具体的事業の内容

（１）法に定める特別の措置に関連する事業

該 当該 当該 当該 当 な しな しな しな し
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（２）①認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関する事業

その他の

事業名、 支援措置の

事項

内容及び 実施主体 目標達成のための位置付け及び必要性 内容及び実

実施時期 施時期

ガラ ッパ 八代市 中心商店街のアーケード内にある空 ま ち づ く り

広場整備 き地を活用するため、アスファルト舗装 交付金

を行ったが、天候により広場周辺の店舗

平成１７年度～に影響が出るため、イベントの開催時以

平成１９年度外には、常時出入り口を閉ざされている。

中心商店 そこで、中心商店街を訪れた人の休

街におけ 憩スペース、商店街のイベント開催で子

るコミュニ どもから高齢者まで幅広い世代が交流

テ ィ広場 し、遊べる広場として、また店舗兼住宅の

整備 密集地における緊急避難場所としての

機能を併せ持った広場として整備する。

中心商店街における憩いの空間とし平成１７年度

て集客が見込めるため、中心市街地の～

賑わいを取り戻す目標達成に必要な事平成１９年度

業である。

情 報 板 八代市 中心市街地には現在、観光施設とし ま ち づ く り

（案内板） て位置付けている八代城跡や松濱軒 交付金

の設置 に加え、利休七哲である細川三斎公

りきゅうしちてつ ほそかわさんさい

平成１７年度～の茶庭跡、織田信長の供養塔等、余り

平成２１年度中心市街 知られていない史跡が数多く存在す

地に点在 る。

する史跡 これらの史跡を観光資源として活用

へ誘導す するため、本市を訪れる観光客を史跡

るための へ誘導するための案内板を設置する。

案内板の 中心市街地を訪れる来街者の増加

設置 が見込めるため、中心市街地の賑わ

いを取り戻す目標達成に必要な事業で

ある。平成１７年度

～

平成２１年度
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そ の他の

事業名、 支援措置の

事項

内容及び 実施主体 目標達成のための位置付け及び必要性 内容及び実

実施時期 施時期

本町緑地 八代市 本町緑地は旧料亭の日本庭園を公 ま ち づ く り

再生事業 園として整備し、市民に利用されてき 交付金

た。しかしながら、「出入り口に段差が

平成２０年度～市民憩い あり利便性が悪い」、「奥に行くに従っ

平成２１年度の広場と て視界が悪く、防犯上問題がある」な

して整備 どの理由から、公園の利用者が少ない

状況にある。

そこで本町緑地を中心市街地の住平成２０年度

民や来街者の憩い・集いの空間として～

位置付け、緑地内にお茶会等、歴史と平成２１年度

文化を活かしたイベントスペース、周

回道路、照明灯を設ける等の改良を加

えることで公園の魅力を向上させる。

また、アーケードの店舗横から本町

緑地に抜けることができる裏道的な小

道を活用することによってアーケードと

本町緑地の動線を確保することで中心

商店街への誘導を図る。

中心市街地における歩行者の回遊

性を向上させることで、通行量の増加

が見込めるため、中心市街地の賑わ

いを取り戻す目標達成に必要な事業で

ある。
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そ の他の

事業名、 支援措置の

事項

内容及び 実施主体 目標達成のための位置付け及び必要性 内容及び実

実施時期 施時期

中心市街 八代市 袋町本町１丁目線の区間は、アーケ ま ち づ く り

地アクセ ードに隣接し相互通行が可能な道路に 交付金

ス強化事 挟まれた路線で、利用頻度は高いが、

平成２０年度～業 一方通行であることから、以前から相

平成２１年度（ 袋町本 互通行化の要望が高い路線である。

町１丁目 また、周辺では大型店のリニューア

線改良） ルや、民間による共同住宅開発も進め

られており、相互通行化の要望が今後

相互通行 も高まることが予想される。

を可能に そこで、相互通行を可能にする道路

する道路 改良を行い、中心市街地へのアクセス

改良 性を向上させることで、来街者の増加

が見込めるため、中心市街地の賑わ

いを取り戻す目標達成に必要な事業で平成２０年度

ある。～

平成２１年度



( 60 )

そ の他の

事業名、 支援措置の

事項

内容及び 実施主体 目標達成のための位置付け及び必要性 内容及び実

実施時期 施時期

歩道のバ 八代市 塩屋町通町線は、沿線に市役所、 ま ち づ く り

リ ア フ リ 病院、学校等の公共施設が立地し、路 交付金

ー化 （塩 線バスの経路でもあることから中心市

平成２０年度～屋町通町 街地の幹線道路として利用されてき

平成２１年度線改良） た。

また、大型の福祉施設が建設される

歩行者の 等沿線施設利用者の増加が予想され

利便性向 る。

上のため そこで、歩行者が通りやすくするた

の歩道の めに、老朽化した舗装や側溝等の構

段差及び 造物を改良することで、歩道の段差や勾

勾配の緩 配の緩和を行う。

和 中心市街地の利便性を高めることで

歩行者の増加が見込めるため、中心

市街地の賑わいを取り戻すことと、街平成１８年度

～ なか居住促進の目標達成に必要な事

業である。平成２１年度
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そ の他の

事業名、

支援措置の

事項

内容及び 実施主体 目標達成のための位置付け及び必要性

内容及び実

施時期

実施時期

水辺のプ 八代市 蛇籠港周辺地区は、広域からの集客 ま ち づ く り

じゃかご

ロムナー ・交流に資する機能の導入を図るという 交付金

ド 事 業 旧計画のとおり、「川の交流広場」を整

平成２０年度～（ 建馬地 備し、大型店が出店する等、賑わいを取

平成２１年度区） り戻したが、中心商店街への誘客が図ら

れていない状況にある。

中心市街 そのため、蛇籠港に隣接する建馬地

地への回 区において、国が実施する護岸改修工

遊性向上 事にあわせ、堤防天端を歩行者・自転車

のための 専用道路として整備する。

自歩道整 既存の堤防道路と接続し、自転車や

備 歩行者の回遊性を向上させることで、中

心市街地への集客が見込めるため、中

心市街地の賑わいを取り戻す目標の達平成１９年度

成に必要な事業である。～

平成２１年度



( 62 )

そ の他の

事業名、

支援措置の

事項

内容及び 実施主体 目標達成のための位置付け及び必要性

内容及び実

施時期

実施時期

中心市街 八代市 中心市街地には計５路線の都市計 ま ち づ く り

地アクセ 画道路が計画され、中心市街地の活 交付金

ス強化事 性化の面から大きな期待が寄せられ

平成２１年度業 ていたものの、社会情勢による将来交

（本町一 通量の変化及び、路線の必要性の観

丁目２号 点から、その一部又は全部が廃止され

線改良） ている。

これらの路線の内、中央線について

中心商店 は、一部用地の先行取得等が行われ

街への送 ていることから、その用地の利活用が

迎車両の 課題となっている。

乗降所整 このため、八代市中心市街地活性

備 化協議会との協議を重ねた結果、本

計画記載の「中心商店街連携事業」と

深く関係することから、用地の一部を平成２１年度

ロータリー化し中心商店街への送迎車

両の乗降所を整備する強い要望がな

された。

よって、中心商店街を訪れる来街者

のための施設整備を行う。

この事業は、違法駐車や違法駐輪

による危険が回避されるばかりでなく、

中心市街地を訪れる来街者の増加が

見込めるため、中心市街地の賑わいを

取り戻す目標達成に必要な事業であ

る。



( 63 )

（２）②認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業

該 当該 当該 当該 当 な しな しな しな し

(３)中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業

該 当該 当該 当該 当 な しな しな しな し

(４)国の支援がないその他の事業

その他の

事業名、

国以外の支

事項

内容及び 実施主体 目標達成のための位置付け及び必要性

援措置の内

容及び実施

実施時期

時期

松江城町 八代市 中心市街地内の道路は、一方通

本町２丁 行が多 く 、初めての来街者にとって

目１号線 は、目的地にたどり着くのが困難で、

改良 地元からも道路改善についての要望

が多い。

相互通行 道路整備のためには電柱の移設

を可能に や道路の一部拡幅が必要であり、沿

する道路 線住民や関係者等との協議が必要と

改良 なるが、相互通行が可能な道路とし

て整備を行い、北から南への動線を確

保することで中心市街地へのアクセス平成２０年度

強化と駐車場等の利便性を高める。

例えば車で八代宮から本町２丁目

商店街の駐車場を利用すると距離が

６５０ｍから４５０ｍへ（信号機６機→

２機）また、時間にして約１０分短縮

されるようになる。

このように中心市街地へのアクセ

スを強化することで来街者の増加が

見込めるため、中心市街地の賑わい

を取り戻す目標達成に必要な事業で

ある。
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５５５５．．．．都市福利施設都市福利施設都市福利施設都市福利施設をををを整備整備整備整備するするするする事業事業事業事業にににに関関関関するするするする事項事項事項事項

［１］都市福利施設の整備の必要性

（１）都市福利施設の整備の必要性

本市の中心市街地の区域には、博物館、図書館、厚生会館、高等学校、幼稚園

等の教育文化施設や八代総合病院をはじめとした３２の医療施設、旧計画に基づ

き建設されたケアハウスや有料老人ホーム、保育園等の社会福祉施設があり、多

様な都市機能の集積が図られている。

一方、平成１８年の高齢化率は、２４ ３７％で、平成１２年の２０．２２％から４ １５％. .

増加し、中心市街地を同時期で比較すると、２０２８％から２３ ０３％へ２７５％増加. . .

しており、今後も同様に増加すると思われる。また、地域での子育てを行う環境は、

少子高齢化と核家族化、地域コミュニティの希薄化等により、大きく変化している。

さらに、本市の「新市建設計画」には、「人と地域が主役のまち｣を将来像とし、

子供や高齢者に配慮したまちづくりの方針を施策大綱の中に明記している。今後

も増え続ける高齢者、特に介護が必要な高齢者に対応したサービスの提供は大き

な課題となっているため、高齢者が住み慣れた地域で生活を継続することができる

よう、民間の小規模多機能型居宅介護施設が平成１８年度中に建設され、介護サ

ービスを実施する予定である。

中心市街地活性化の目標である、「賑わいの創出」、「街なか居住の促進」を達

成するためには、高齢者の居住環境の向上や地域密着型サービスの充実、子育

てを支援する施設等が必要であり、本計画では都市福利施設を整備するために必

要な事業を計画した。

（２）フォローアップの考え方

各事業において、毎年進捗状況の調査を実施し、庁内のプロジェクトチームで協

議を行うと共に中心市街地活性化協議会へ報告し、状況に応じて必要な措置を講

じる。

また、計画期間終了時点には、中心市街地活性化に効果的な事業であったかど

うか等、具体的な検証を実施する予定である。

［２］具体的事業の内容

（１）法に定める特別の措置に関連する事業

該 当該 当該 当該 当 な しな しな しな し
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（２）①認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関する事業

該 当該 当該 当該 当 な しな しな しな し

（２）②認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業

該 当該 当該 当該 当 な しな しな しな し

（３）中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業

その他の

事業名、 支援措置の

事項

内容及び 実施主体 目標達成のための位置付け及び必要性 内容及び実

実施時期 施時期

こ ど も プ 八代市 地域での子育てを行う環境は、少子 次世代育成

ラザ事業 高齢化と核家族化、地域コミュニティの 支援対策交

希薄化等によって大きく変化しており、 付金

地域ぐる 子育てに関する相談窓口や子育て中の

平成１９年度～みの子育 親子の交流の場等が求められている。

平成２３年度て支援 そこで、こどもプラザを設置し、子育

てを援助して欲しい人と子育てを援助

したい人を会員とし、地域での仕事と平成１９年度

～ 家庭の両立を支援すると共に、子育て

親子の交流の場の提供や子育て相平成２３年度

談、子育て関連情報の提供等を行うこ

とにより、子育ての負担感の軽減と、

安心して子育てができる環境の整備を

図る。

子育て支援を実施することにより、

子育て世帯の定住化の促進と来街者

の増加が見込めるため、中心市街地

の街なか居住の促進と賑わいを取り戻

す目標達成に必要な事業である。



( 66 )

(４) 国の支援がないその他の事業

その他の

事業名、

国以外の支

事項

内容及び 実施主体 目標達成のための位置付け及び必要性

援措置の内

容及び実施

実施時期

時期

有料老人 田方福祉 中心市街地で２ ０数年に渡り、営

ホーム住 株式会社 業を行ってきた大型店が、会社の倒

宅型建設 産により、平成１５年７月に完全閉鎖

されため、歩行者通行量が大幅に減

大型ビル 少し、跡地の活用が課題となってい

跡地を利 た。

用した再 市でも跡地の活用について検討を

開発。 行っていたが、民間で購入され、入

所定員１４ ８人の有料老人ホームへ

改装が進んでいる。平成１８年度

今後の高齢化に対応した居住施～

設が整備されることで 、中心市街地平成１９年度

における居住人口の増と入居者・訪

問者による通行量の増加が見込める

ため、中心市街地の街なか居住の促

進と賑わいを取り戻す目標達成に必

要な事業である。

健康保険 社団法人 本市における医療拠点として、また、

八代総合 全国社会 中心市街地における重要な都市福利施

病院新病 保険協会 設として、最新の医療機能を備えた高層

院整備推 連合会 の新病院を、八代白百合学園高等学校

進事業 跡地へ早期に整備するため必要な検討

を行うものであり、中心市街地の街なか

高校跡地 居住の促進と賑わいを取り戻す目標達

への新病 成に必要な事業である。

院建設を

推進する

検討

平成２２年度

～
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そ の他の

事業名、

国以外の支

事項

内容及び 実施主体 目標達成のための位置付け及び必要性

援措置の内

容及び実施

実施時期

時期

八代市社 八代市社 本市において地域福祉の拠点となっ

会福祉協 会福祉協 ている八代市社会福祉協議会を中心商

議会整備 議会 店街の空きビルに移転、整備するもので

事業 あり、従業員、来訪者の出入りに加え、

新たな地域コミュニティの核として、中心

中心商店 市街地の賑わいを取り戻す目標達成に

る。街の空き 必要な事業であ

ビルに社

会福祉協

議会を移

転、整備

平成２３年度



( 68 )

６６６６．．．．公営住宅等公営住宅等公営住宅等公営住宅等をををを整備整備整備整備するするするする事業事業事業事業、、、、中心市街地共同住宅供給事業中心市街地共同住宅供給事業中心市街地共同住宅供給事業中心市街地共同住宅供給事業そのそのそのその他他他他のののの住宅供給住宅供給住宅供給住宅供給のたのたのたのた

めのめのめのめの事業及事業及事業及事業及びびびび当該事業当該事業当該事業当該事業とととと一体一体一体一体としてとしてとしてとして行行行行うううう居住環境居住環境居住環境居住環境のののの向上向上向上向上のためののためののためののための事業等事業等事業等事業等にににに関関関関するするするする事項事項事項事項

［１］街なか居住の推進の必要性

（１）街なか居住の推進の必要性

旧計画策定後の中心市街地の人口は７ ,３０３人で、その後大型マンショ

ン等の民間投資が行われて新たに約２６０戸の住宅が供給され、平成１８

年３月では、７ ,６８７人と５ .３％（３８４人）増加している。

これは、大型店の移転・撤退によりマンションの建設可能な土地が確保された

こと、土地価格の下落、核家族化の進展等により大型マンション等が建設されたこ

とや中心市街地におけるコミュニティ道路の整備や土地区画整理事業等の面的

整備の推進により居住者の利便性の向上が図られたこと等が考えられる。

本市でも老朽化した市営住宅の中心市街地内への建替えの検討を行っ

たが、民間の住宅投資が行われ、今後も共同住宅の建設が計画されてい

るため、民間の事業を側面から支援し、建設促進を図ることとした。

中心市街地の活性化を図るためには、中心市街地の居住人口を増やし、ま

ちの賑わいを創出することが必要であり、目標である「街なか居住の促進」

を達成するためには、都市機能が集積しているメリットを活かし、少子高齢

化に対応した居住者の利便性が向上する市街地の整備改善事業の実施や

介護、子育て等の各種福祉サービスの充実を図ることで中心市街地の魅

力を高め、民間の住宅供給意欲を喚起して共同住宅建設を側面から支援

し、促進していく必要がある。

（２）フォローアップの考え方

各事業において、毎年進捗状況の調査を実施し、庁内のプロジェクトチームで協

議を行うと共に中心市街地活性化協議会へ報告し、状況に応じて必要な措置を講

じる。

また、計画期間終了時点には、中心市街地活性化に効果的な事業であったかど

うか等、具体的な検証を実施する予定である。
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［２］具体的事業の内容

（１）法に定める特別の措置に関連する事業

その他の

事業名、 措置の内容

事項

内容及び 実施主体 目標達成のための位置付け及び必要性 及び実施時

実施時期 期

中心市街 八代市 中心市街地に民間が予定している 中心市街地

地居住促 共同住宅建設に対し、 「中心市街地 共同住宅供

進事業 共同住宅供給事業 」等を活用し、民 給事業

間事業を側面から支援して、建設促

平成１９年度～区域内の 進 を図り 、 居住人口の増加に繋げ

平成２３年度共同住宅 る。

の建設に 共同住宅の供給を促進する こ と

際 し 、 調 で 、居住人口の増加が見込める た

査設計計 め、中心市街地の街なか居住の促進

画費、土 の目標達成に必要な事業である。

地整備費

及び共同

施設整備

に要する

費用を助

成する事

業

平成１９年度

～

平成２３年度

（２）①認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関する事業

該 当該 当該 当該 当 な しな しな しな し
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（２）②認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業

その他の

事業名、 支援措置の

事項

内容及び 実施主体 目標達成のための位置付け及び必要性 内容及び実

実施時期 施時期

中心市街 八代市 中心市街地に民間が予定している 地域住宅交

地居住促 共同住宅建設に対し、 「熊本県街な 付 金 事 業

進事業 か居住推進事業」等を活用し、民間 （熊本県街

事業を側面から支援して、建設促進 なか居住推

区域内の を図り、居住人口の増加に繋げる。 進事業）

賃貸住宅 共同住宅の供給を促進する こ と

平成１９年度～の建設に で 、居住人口の増加が見込める た

平成２０年度際し、調査 め、中心市街地の街なか居住の促進

設計費、 の目標達成に必要な事業である。

共同施設

整備費に

要する費

用を助成

する事業

平成１９年度

～

平成２０年度

(３)中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業

該 当該 当該 当該 当 な しな しな しな し
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(４)国の支援がないその他の事業

その他の

事業名、

国以外の支

事項

内容及び 実施主体 目標達成のための位置付け及び必要性

援措置の内

容及び実施

実施時期

時期

中心市街 ㈱祐和 国の支援がない事業として今計画で

地共同住 は、店舗跡地を利用した共同住宅や１階

宅建設 ㈱加賀城 部分を商業施設とした店舗併用の共同

建設 住宅の建設を予定している。

共同住宅 この共同住宅は、単身者及び夫婦

の建設 世帯向け７８戸の賃貸住宅で、一方の

店舗併用の共同住宅についても８戸の

賃貸住宅が予定されており、いずれも平成１９年度

都市機能が集積している場所に建設さ～

れるため、居住者の利便性の高い住平成２３年度

宅になると考えている。

居住人口の増加、通行量の増加

に繋がる施設として位置付けており、

中心市街地の賑わいを取り戻す目標

と街なか居住の促進の目標達成に必

要な事業である。
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７７７７．．．．中小小売商業高度化事業中小小売商業高度化事業中小小売商業高度化事業中小小売商業高度化事業、、、、特定商業施設等整備事業特定商業施設等整備事業特定商業施設等整備事業特定商業施設等整備事業そのそのそのその他他他他のののの商業商業商業商業のののの活性化活性化活性化活性化のためのためのためのため

のののの事業及事業及事業及事業及びびびび措置措置措置措置にににに関関関関するするするする事項事項事項事項

［１］商業の活性化の必要性

（１）商店街活性化の必要性

本市の中心商店街はそこに住む人に便利さを提供しているほか、かつては

休日ともなれば郊外や市外からの集客の拠点となり、賑わいをもたらすだけで

はなく、交流や遊びの機能も有し、「まち」の中心としての役割も担っていた。

しかしながら、消費者ニーズの多様化や郊外への大型店の出店、中心市

街地の核となる大型店の閉鎖等により、通行量の減少や空き店舗率が増

加し、中心商店街の疲弊が進んでいる状況である。

また、平成１７年にＴＭＯやつしろが行った中心市街地の「利用者・事業者意

識調査」によると、市民は中心市街地に望む姿として、賑わいのある街、活気

のある街等、いきいきとした元気のある街を望んでおり、その手法として、魅力

的な店づくり、魅力的な町並みや空間づくりが必要との意見が多かった。

このため、中心商店街では、郊外の大型店にはない強みを持つべく、心のこ

もったおもてなし、個店にしかない技術力の向上、消費者ニーズの多様化に応

じた商品やきめ細かなサービスの提供等、個店の魅力を向上していくと共に、

中心商店街が一体となった共通サービスの提供や地域の特性を生かしたイベ

ントの開催等のソフト事業を実施することで活性化を図る必要がある。

そこで、中心市街地活性化の目標である、「賑わいの創出」、「中心商店街

の活性化」を達成するためには、中心商店街における商業の核となる施設の

整備や個店の魅力向上、集客性が高い魅力あるイベントの開催等、商業活性

化のための事業が必要であり、今計画では商業活性化のために必要な事業を

計画した。

（２）フォローアップの考え方

各事業において、毎年進捗状況の調査を実施し、庁内のプロジェクトチームで協

議を行うと共に中心市街地活性化協議会へ報告し、状況に応じて必要な措置を講

じる。

また、計画期間終了時点には、中心市街地活性化に効果的な事業であったかど

うか等、具体的な検証を実施する予定である。
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［２］具体的事業の内容

（１）法に定める特別の措置に関連する事業

該 当該 当該 当該 当 な しな しな しな し

（２）①認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関する事業

その他の

事業名、 支援措置の

事項

内容及び 実施主体 目標達成のための位置付け及び必要性 内容及び実

実施時期 施時期

大型商業 Ｊ Ｐ Ｃ 九 大型店が営業を行 っ て いた平 成 戦 略 的 中

ビル開発 州八代開 １ ５年の 歩 行 者 ・ 自 転 車 通 行 量 調 心 市 街 地

発合同会 査の合計は２１ ,２３２人であったが、 商 業 等 活

商業施設 社 平成１８年１月末の閉鎖後の調査で 性 化 支 援

再開発 は、１５ ,０５３人へと激減している。 事 業 費 補

計画されている施設は、商業とスポ 助金

ーツ機能を併せ持った複合施設となっ平成１９年度

平成 １ ９ 年 度ており、子育て支援のためのこどもプ

ラザも入居する予定で、中心商店街に

おける西の核施設と位置付けている。

多 く の 集 客が見込め る ため 、 中

心市街地活性化における賑わいの

創出や中心商店街の活性化の目標

達成に必要な事業である。
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そ の他の

事業名、 支援措置の

事項

内容及び 実施主体 目標達成のための位置付け及び必要性 内容及び実

実施時期 施時期

商店街活 八代商工 ２月から ３月にかけて １ヶ月に渡 ま ち づ く り

性化事業 会議所 り 、中心商店街のアーケー ド を メ イ 交付金

（ 「 城 下 ン会場と し 、雛 祭 り に ち な ん だ 「 お

平成１７年度～町やつし 雛パレード 」 、 「 千人茶会 」 、 「 変 わ

平成２１年度ろ 」 の お り雛撮影会 」等を実施し 、期間中約

雛祭り） ２ ,５ ００人の集客がある。

中心商店街におけるイベントとして

雛祭りを 定着しつつあり、県内外からの観光

テーマに 客も訪れるようになった。

した集客 本市では、本事業を中心商店街の賑

イベント わい創出のための核となる事業と位置

付けている。そのため、歴史や文化と食

を組み合わせた観光バスツアーの提案平成１４年度

等の事業を行うことで、通行量の増加や～

中心商店街の売上げ増を図っていきた

いと考えており、中心市街地の活性化に

必要な事業である。

商店街活 八代商工 本事業は、平成１６年６月に近隣 ま ち づ く り

性化事業 会議所 の大型店出店後、もてなしの心で接 交付金

（ イ チ ゴ 客するために、商店街のおかみさん

平成１７年度～の日） 会が中心となり年金支給日である偶

平成２１年度数月の１５日に実施している。

中心商店 当日は、各店舗でのワゴンセール

街への誘 の実施や抽選会、湯茶接待等、大型

客 、 リ ピ 店にない、細やかなサービス提供を

ーターの 行っている。

獲得 中心商店街への誘客、リピーター

の獲得が見込まれ、通行量の増加や

中心商店街の活性化という目標達成平成１６年度

に必要な事業である。～
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そ の他の

事業名、 支援措置の

事項

内容及び 実施主体 目標達成のための位置付け及び必要性 内容及び実

実施時期 施時期

ま ち づ く 八代市 城下町として栄えた本市中心市街地 ま ち づ く り

り活動推 には、城下町特有の古い町割りの他に 交付金

進事業 八代商工 ５０余りの寺社・仏閣が点在している。

平成１７年度～（ ワ ー ク 会議所 そこで、新たな地域資源として掘起し

平成２１年度シ ョ ッ プ を行い、ＴＭＯやつしろ・商工会議所・商

等開催） 八代まち 店街おかみさん会と連携し、「やつしろ

づくり㈱ 中心市街地・歴史と文化の散歩道マッ

各種団体 プ」を作成した。

の連携に 今後、散策コースの設定、案内ガイド

よる新た の育成や利休七哲と言われる細川三斎

な観光ル 公ゆかりの全国茶会の実施等、地域資

ートの開 源である歴史を生かし、中心市街地を訪

発 れた人へ新たな魅力を提供していく。

街としての付加価値の向上により、中

心市街地への新たな誘客が見込まれ、平成１７年度

通行量の増加や中心商店街の活性化と～

いう目標達成に必要な事業である。
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そ の他の

事業名、 支援措置の

事項

内容及び 実施主体 目標達成のための位置付け及び必要性 内容及び実

実施時期 施時期

商店街活 各商店街 商店街振興組合が不足する業種 ま ち づ く り

性化事業 振興組合 を空き店舗に誘致した場合、 １年間 交付金

（チャレン 家賃の助成を行うもので、平成１０年

平成１７年度～ジ ス ト ア 度から実施し、９年間で４０店舗が出

平成２１年度ー事業） 店している。

現在 も営業を続けている店舗は

各商店街 ３０店舗あり、出店した業種は、婦人

振興組合 衣料、飲食店、雑貨店、整体、学習 中心市街地

に対し借 塾等様々である。 活性化ソフ

家料の助 空き店舗の解消にもっとも有効な事業 ト事業

成又は改 であり、今計画では従来の借家料又は

平成２３年度修費の助 改修費の助成を行うことでさらに需要が

成を行う 高まると考えられる。

中心商店街へ店舗が出店すること

で、商店街の魅力が高まり、集客が平成１０年度

見込まれるため、中心市街地の賑わ～

いの創出や中心商店街の活性化と

い う目標達成に必要な事業である。
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そ の他の

事業名、 支援措置の

事項

内容及び 実施主体 目標達成のための位置付け及び必要性 内容及び実

実施時期 施時期

商店街活 各商店街 地域連携・地域貢献を理念とする ま ち づ く り

性化事業 振興組合 高等学校が、平成１７年度から野外 交付金

（ 空 き 店 教室として中心商店街の空き店舗を

平成１７年度～舗活用事 借り上げ、週 ２回実習や、訪れた買

平成２１年度業） い物客等を対象に 「木工教室 」を開

催している。

空き店舗 他にも、空き店舗の活用事例とし

を活用す て、商店街と高等学校が連携した「ス

る際の助 クールマーケット 」 、 「 インテリア展 」

成 等の短期イベントが実施され、地域と

のコミュニティの形成に大いに貢献して

いる。平成１０年度

中 心 商 店 街 の 魅 力 が 高 ま り 、～

集客が見込まれる ため 、 中心市街

地の賑わいの創出や中心商店街の

活性化 とい う 目標達成に必要な事

業である。
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そ の他の

事業名、 支援措置の

事項

内容及び 実施主体 目標達成のための位置付け及び必要性 内容及び実

実施時期 施時期

商店街活 各商店街 中心商店街の商店主で組織された ま ち づ く り

性化事業 振興組合 「やっちろ本町笑店街」は、単に物を 交付金

（市街地 売るだけでなく笑いを通して 「顔 」の

平成１７年度～活 性 化 見える商店街づくりを行っている。

平成２１年度対 策 事 また、商店主による舞台での劇団

業） 公演の他に、オリジナル商品開発や

中心商店街を舞台とした映画を製作

中心市街 し 、完成した映画の貸し出しや商店

地活性化 街での上映会を実施して、地域に密

のために 着した商店街づ く りの推進を行って

行う特徴 いる。

的な取り 製作された映画は「東京ビデオフェ

組みを支 スティバル」で３,０００以上の作品の中

援する から２年連続で入賞している。

中心商店街への誘客とリピーター

の獲得が見込まれるため、中心市街平成１０年度

地の賑わいの創出や中心商店街の～

活性化という目標達成に必要な事業

である。
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そ の他の

事業名、 支援措置の

事項

内容及び 実施主体 目標達成のための位置付け及び必要性 内容及び実

実施時期 施時期

商店街活 八代中央 中心商店街を身近な生活の場とし ま ち づ く り

性化事業 街連合会 て親しみを持ってもらえるよう、空き 交付金

（市民交 店舗を各種団体や市民が自由に使

平成１７年度～流サロン 用するこ とのできる空間と して整備

平成２１年度事業） し、中心商店街の賑わいを創出する

ことを目的に、「市民交流サロン」とし

空き店舗 て商店街連合会が整備を行った。

を活用し この施設は、子育て講座や商店街

た交流サ の税務研修会等の各種講座、写真

ロン事業 展、生け花展等の展示会、買い物途

中の休憩所等幅広い利用が行われ

ている。

中心商店街への集客が見込まれ平成１７年度

るため、通行量の増加や中心商店街～

の活性化という目標達成に必要な事

業である。

商店街活 本町１丁 中心商店街では、商店街毎に、保育 ま ち づ く り

性化事業 目商店街 園や小・中学校等と連携した取り組み 交付金

（商店街 振興組合 や地元の祭りを地域住民と一緒に盛り

平成１７年度～単独イベ 上げる等、趣向をこらしたイベントを３、

平成２１年度ント事業） 本町２丁 ４ヶ月に１度の割合で実施している。

目商店街 イベントの内容については、毎年見

商店街が 振興組合 直しが行われており、来街者にとって

実施する 親しみやすいイベントとなるような配慮

イ ベ ン ト 本町３丁 が行われている。

に助成を 目商店街 様々なイベントを行うことで、中心

行う 振興組合 商店街の魅力が高まり、集客が見込

まれるため、中心市街地の賑わいの

通町商店 創出や中心商店街の活性化という目平成１０年度

街振興組 標達成に必要な事業である。～

合



( 80 )

そ の他の

事業名、

支援措置の

事項

内容及び 実施主体 目標達成のための位置付け及び必要性

内容及び実

施時期

実施時期

商店街活 八代中央 二つ以上の商店街が連携し、実施 中心市街地

性化事業 街連合会 するイベントに対して助成する事業 活性化ソフ

（商店街 で、八代中央街連合会による 「土曜 ト事業

連合イベ 市」や通町商店街振興組合・出町彦

平成１９年度～ント事業） 通町商店 一商工親和会による「ファンタジーロ

平成２３年度街振興組 ード出町＆通町」が実施されている。

二つ以上 合 ・出町 「土曜市」では民間が行うイベント

の商店街 彦一商工 としては、本市で最も集客力のあるイ

が連携し 親和会 ベントとして定着しており、イルミネー

て行 う イ ションで通りを飾る「ファンタジーロー

ベ ン ト に ド出町＆通町」も冬の風物詩として市

助 成 を 民に定着している。

行う 中心商店街のメインイベン トを実

施することで、数多くの集客が見込ま

れるため、中心市街地の賑わいの創平成１０年度

出や中心商店街の活性化という目標～

達成に必要な事業である。
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事業名、 そ の他の

支援措置の

内容及び 実施主体 目標達成のための位置付け及び必要性 事項

内容及び実

施時期

実施時期

教育機関 八代商工 八代白百合学園高校が郊外へ移転し 戦 略 的 中

連携イノ 会議所 たことにより、通学等で学生が商店街を 心 市 街 地

ベーシ ョ 通る機会が激減している。しかしながら、 商 業 等 活

ン促進事 イベント開催時には、学生が参画してく 性 化 支 援

業 れる機会が増えてきた。学校としても地 事 業 費 補

域貢献の一環として、中心市街地の活 助金

中心商店 性化を重要視いただいている。22年度

平成 ２ ３年 度街に教育 は、熊本県立大学が本町商店街を対象

機関と連 に活性化策を研究するなど、学生と商店

携して運 街の連携についても、機運が高まってい

営するコ る状況。

ミュニティ 空き店舗を活用し、教育機関と連携し

施設を設 て運営するコミュニティ施設を設置する

置 し 、 新 ことで、学生が商店街に足を運び、滞在

たなアイ するきっかけをつくるとともに、学生と商

デアや取 店主の交流、学生による新しいアイデア

り組みを の実践、データの収集等によって、商店

実施する 街のイノベーションが促進されることが

こ と で 、 期待されるため、中心市街地の賑わい

商店街の の創出や中心商店街の活性化という目

イ ノ ベー 標達成に必要な事業である。

シ ョ ン を

促進する

平成２３年度

～

（２）②認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業

該 当該 当該 当該 当 な しな しな しな し
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(３)中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業

その他の

事業名、 支援措置の

事項

内容及び 実施主体 目標達成のための位置付け及び必要性 内容及び実

実施時期 施時期

大規模小 熊本県 中心市街地における商業機能は、 大規模小売

売店舗立 郊外の大型店の出店やロードサイド 店舗立地法

地法の特 への出店、中心市街地内の大型店 の特例

例措置 の閉鎖等により、徐々に空き地や空

平 成 １ ９ 年 度き店舗が増え、次第に吸引力を失っ

「 第 ２ 種 てきている。

特 例 区 そこで、中心商店街の核となる大

域 」 を 計 規模小売店舗等の立地を促進するた

画区域内 め、手続きが大幅に簡素化される「第

の商業地 ２種特例区域」を計画区域の都市計

域に設定 画の商業地域に設定する。

中心市街地における集客施設とし

て大型店の出店が促進されるため、平成１９年度

中心市街地活性化における賑わい

の創出や中心商店街の活性化の目

標達成に必要な措置である。
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(４)国の支援がないその他の事業

その他の

事業名、

国以外の支

事項

内容及び 実施主体 目標達成のための位置付け及び必要性

援措置の内

容及び実施

実施時期

時期

食品量販 ㈱マルシ 建替え前の同施設は、中心商店街に

店建替え ョク おける核施設として、年間７５０ ０００人、,

事業 １日あたり２ ０００人の利用者があった。,

リニューアルにより、これまで以上

施設の老 に通行量の増加や中心商店街の売

朽化と管 上増加に繋がると期待している。

理 コ ス ト 本市では、中心商店街における東

面からの の核施設と位置付けており 、数多 く

建替え の集客が見込まれるため、中心市街

地の賑わいの創出や中心商店街の

活性化という目標達成に必要な事業平成１９年度

である。

計画平面図

計画立面図
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そ の他の

事業名、

国以外の支

事項

内容及び 実施主体 目標達成のための位置付け及び必要性

援措置の内

容及び実施

実施時期

時期

人材育成 八代商工 平成１５年に市が行った「買い物調 熊本県小規

セミナー 会議所 査」によると、中心商店街の印象とし 模事業指導

て、「魅力ある店舗が少ない」、「気に 費補助金・

商店主の 入った商品が少ない」という意見が６０ 小規模事業

経営意識 ％あり、消費者のニーズに対応してい 策推進事業

の向上の ない個店がある。 費補助金

ため研修 そこで、中心商店街の個店の意識

平成１３年度～会 改革を図り、売上げに繋げていくため、

平成２３年度女性をターゲットにした店づくりや経営

意識向上に関するセミナーを開催す平成１３年度

る。～

中心商店街の魅力が向上すること

で、売上げが見込まれるため、中心商

店街の活性化という目標達成に必要

な事業である。

一店一席 各商店街 中心商店街は、単に物を売るだけで

一茶事業 振興組合 はなく、会話を通じて信頼関係が生ま

れ、「まち」の中心としての役割も担って

商いの原 いた。

点に立ち しかしながら、大型店の出店や地域コ

返ったコ ミュニティの希薄化により、会話が失わ

ミュニティ れ、これまで培ってきた信頼関係も失わ

形成のた れつつある。そのため、中心商店街のそ

めの事業 れぞれの個店で、来街者にもてなしの心

を持ってお茶の振る舞いを行う「一店一

席一茶」事業を実施し、「会話」によるニ平成１９年度

ーズの把握や「癒し」によるリピーターの～

獲得を目指す。

中心商店街の魅力が向上することで、

売上げが見込まれるため、中心商店街

の活性化という目標達成に必要な事業

である。
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そ の他の

事業名、

国以外の支

事項

内容及び 実施主体 目標達成のための位置付け及び必要性

援措置の内

容及び実施

実施時期

時期

空き店舗 八代商工 中心商店街は 、徐々に空き地や

利用促進 会議所 空き店舗が増え 、シ ャ ッ ターの閉じ

事業 た空き店舗はま ちの景観 を損ね る

各商店街 要因となっている。

遊休地や 振興組合 このため、商店街振興組合と商工

空き店舗 会議所が、空き店舗や遊休地の情報

のデータ を一括管理し、ホームページ等で情

管理と商 報提供することで、出店希望者の利

店街に不 便性の向上を図ると共に、商店街に

足してい 不足する業種の積極的誘致を行うこ

る業種の とにより、空き店舗の解消を図る。

誘致 中心商店街へ店舗が出店するこ

とで 、商店街の魅力が高まり 、集客

が見込まれるため、中心市街地の賑平成１９年度

わいの創出や中心商店街の活性化～

という目標達成に必要な事業である。

中心商店 八代中心 八代中心市街地活性化連絡協議会が

街連携事 市街地活 主体となり、中心市街地内のゆめタウン

業 性化連絡 の協力を得て、「中心商店街とゆめタウ

協議会 ンを結ぶシャトルバスの運行」、「無料レ

中心商店 ンタサイクル提供」、「商店街のイベント

街とゆめ 八代商工 情報等の共同発信」、「中元・歳末の大

タウンが 会議所 売出し事業の共同実施」等を行ってい

連携した る。

商店街活 ㈱イズミ ゆめタウンから中心商店街への回遊

性化のた 性が向上し誘客が見込まれることから、

めの事業 八代市 中心商店街の賑わいの創出や中心商店

街の活性化という目標達成に必要な事

業である。平成１７年度

～
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そ の他の

事業名、

国以外の支

事項

内容及び 実施主体 目標達成のための位置付け及び必要性

援措置の内

容及び実施

実施時期

時期

ふれあい 本町３丁 本町３丁目商店街振興組合が空き店

サロン事 目商店街 舗を活用し、市内１５０箇所以上で行わ

業 振興組合 れている高齢者のいきがいづくりのため

の「いきいきサロン」の外部活動の場とし

空き店舗 ての提供や、パソコン教室、各種コミュニ

を活用し ティ講座の開催、展示スペースの提供等

て高齢者 を行っており、年間約２,０００人の利用者

等が交流 がある。

できる地 本事業を実施することで、中心商店街

域 コ ミ ュ への集客が確実に見込まれることから、

ニ テ ィ活 中心商店街の賑わいの創出や中心商店

性化のた 街の活性化という目標達成に必要な事

めの事業 業である。

平成１４年度

～
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そ の他の

事業名、

国以外の支

事項

内容及び 実施主体 目標達成のための位置付け及び必要性

援措置の内

容及び実施

実施時期

時期

商店街活 本町２丁 商店街にて、安価で、簡易に出店でき 熊本県まち

性化事業 目商店街 るワゴンの貸し出しを行うことにより、短 なかづ く り

（商店街 振興組合 期的（空き店舗への出店のためのテスト 推進事業

担い手育 マーケティングなど）、長期的（高校生な

平成 ２ １年 度成 事 業 ど）な視点で商店街の担い手を育成す

「Machi★ る。

Mini Sho 空き店舗への出店促進、学生と商店

p」） 街の連携強化、地域団体による賑わい

の創出が図れることにより、商店街の魅

販売用ワ 力が高まり、集客が見込まれることか

ゴンによ ら、賑わいの創出や中心商店街の活性

るチ ャ レ 化という目標達成に必要な事業である。

ン ジ シ ョ

ップ

平成２１年度

～



( 88 )

そ の他の

事業名、

国以外の支

事項

内容及び 実施主体 目標達成のための位置付け及び必要性

援措置の内

容及び実施

実施時期

時期

商店街活 各 商 店 商店街振興組合が既存店舗の魅力

性化事業 街 振 興 アップを図るため改修費の助成を行う。

（チャレン 組合 中心商店街には、２００店を超える店

ジ ス ト ア 舗があり、その各個店が魅力アップす

ー事業 ： ることにより、商店街全体の魅力が高

既存店舗 まり、集客が見込まれることから、中心

への改装 市街地の賑わい創出や中心商店街の

費補助） 活性化という目標達成に必要な事業で

ある。

各商店街

振興組合

に対し既

存店舗が

魅力アッ

プを図る

ための改

修費の助

成を行う

平成２２年度

～
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８８８８．．．． ４から７までに４から７までに４から７までに４から７までに掲掲掲掲げるげるげるげる事業及事業及事業及事業及びびびび措置措置措置措置とととと一体的一体的一体的一体的にににに推進推進推進推進するするするする事業事業事業事業にににに関関関関するするするする事項事項事項事項

［１］公共交通機関の利便性の増進及び特定事業の推進の必要性

（１）公共交通機関の利便性の増進及び特定事業の推進の必要性

本市では、民間のバス会社２社（産交バス、熊本バス）が市全域で４１系

統の路線バスを運行している。また、民間の運営により、中心市街地内の大

型店と中心商店街を結ぶ「無料シャトルバス」の運行が行われている。

現在運行されている路線バスは殆どが中心市街地を通行しており、これ

までも通勤、通学、通院、買い物等に利用されており、中心市街地の活性

化に寄与してきたと思われる。しかしながら、バスの利用者は、モータリ

ゼーションの進展による移動手段の多様化、便利さや快適さを追求する個

人のライフスタイルの変化等の影響から年々減少の一途をたどっている。

バスは、本市の中心市街地を通行する重要な公共交通機関であり、特に

学生や高齢者の日常生活を支える有効な交通手段の一つであり、交通渋滞

の緩和や環境問題の観点からも必要不可欠なものである。さらに、中心市

街地の交流人口を増やすことで人の往来を活発にして元気あふれる「ま

」 、 。ち にするためには 公共交通機関の利便性の向上は不可欠なものである

そのため、平成１８年度にバス利用者の乗降実態、主要施設（駅、病院、学校

等）でのヒアリング調査、ＡＤ調査（バス利用者の行き先、目的、滞在時間等の追

） 。 、 、跡調査 の各種実態調査を行っている その結果に基づき 利用者の ニーズ

利便性の向上に繋がるバス路線の再編、統合等を行う。

また、道路改良事業を実施することで、現 在 よ り 中心商店街に近い場

所にバス停を設ける検討も併せて行い、中心市街地の活性化に繋げていく。

（２）フォローアップの考え方

各事業において、毎年進捗状況の調査を実施し、庁内のプロジェクトチームで協

議を行うと共に中心市街地活性化協議会へ報告し、状況に応じて必要な措置を講

じる。

また、計画期間終了時点には、中心市街地活性化に効果的な事業であったかど

うか等、具体的な検証を実施する予定である。
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［２］具体的事業の内容

（１）法に定める特別の措置に関連する事業

該 当該 当該 当該 当 な しな しな しな し

（２）①認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関する事業

該 当該 当該 当該 当 な しな しな しな し

（２）②認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業

該 当該 当該 当該 当 な しな しな しな し

(３)中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業

該 当該 当該 当該 当 な しな しな しな し
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(４)国の支援がないその他の事業

その他の

事業名、

国以外の支

事項

内容及び 実施主体 目標達成のための位置付け及び必要性

援措置の内

容及び実施

実施時期

時期

路線バス 八代市 バスの利便性を高めるために中心市

体系の見 街地を拠点とした循環型の路線バスの

直し 九州産交 運行や運行時間帯の見直し、起点とな

バス㈱ るバス中継所の設置等の検討を行う。

路線バス 中心市街地がバス交通の結節点とな

体系の見 り、郊外から来る乗客はすべて中心市街

直 し 、 循 地を経由して乗り換えることとなり、現在

環型バス 運行されているゆめタウンと商店街を結

路線の導 ぶシャトルバスにも乗り換えが可能とな

入、バス る。

タ ー ミ ナ また、中心市街地におけるバスの利

ル機能の 便性が高まると共に、拠点機能が付加さ

集約化等 れることにより、中心市街地への集客が

見込まれ、賑わいの創出、中心商店街

の活性化という目標達成に必要な事業平成１９年度

である。～

平成２１年度
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◇４から８までに◇４から８までに◇４から８までに◇４から８までに掲掲掲掲げるげるげるげる事業及事業及事業及事業及びびびび措置措置措置措置のののの実施箇所実施箇所実施箇所実施箇所

１ ２ ３ ４○ ○ ○ ○

情報版（案内板）の設置

（中心市街地内）

「松江城町本町２丁目１号線改良」
「ガラッパ広場整備」

「歩道のバリアフリー化」

良）（塩屋町通町線改

５ ６ ７ 31４ ○ ○ ○ ○

「中心市街地のアクセス強化事業」 「中心市街地アクセス強化事業」「水辺のプロムナード事業」

「本町緑地再生事業」

（建馬地区）（仮称） （袋町本町１丁目線改良） （本町一丁目２号線改良）

８ ９ 32 36○ ○ ○ ○

５

健康保険八代総合病院 「八代市社会福祉

「こどもプラザ事業」
「有料老人ホーム住宅型建設」

「

新病院整備推進事業」 協議会整備事業」
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12○ ○10 11 ○

中心市街地居住促進事業

６

「中心市街地共同住宅建設」

14 15 16○13 ○ ○ ○

「まちづくり活動推進事業」

「大型商業ビル開発」

「商店街活性化事業」 「商店街活性化事業」

（城下町やつしろのお雛祭り） （ワークショップ等開催）（イチゴの日）

18 19 20

○17 ○ ○ ○

「商店街活性化事業」 「商店街活性化事業」 「商店街活性化事業」 「商店街活性化事業」

（市民交流サロン事業）

７
（チャレンジストアー事業） （空き店舗活用事業） （市街地活性他対策事業）

24○ ○ ○21 22 23 ○

大規模小売店舗立地法

の特例措置

商店街連合イベント事業 「食品量販店建替え事業」

「商店街活性化事業」

「 」

（商店街単独イベント事業）

27 28○ ○25 26

○ ○

「空き店舗利用促進事業」 「中心商店街連携事業」「一店一席一茶事業」

「人材育成セミナー」

「教育機関連携
○ ○ ○ ○29 33 34 35

「 」 「 」商店街活性化事業 商店街活性化事業

イノベーション「ふれあいサロン事業」 （商店街担い手育成事業 （チャレンジストアー事業

促進事業」「Machi★Mini Shop ）」 既存店舗への改装費補助）

は中心市街地で行うソフト事業

路線バス体系の見直し８ ○30
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９９９９．．．． ４から８までに４から８までに４から８までに４から８までに掲掲掲掲げるげるげるげる事業及事業及事業及事業及びびびび措置措置措置措置のののの総合的総合的総合的総合的かつかつかつかつ一体的推進一体的推進一体的推進一体的推進にににに関関関関するするするする事項事項事項事項

［１］市町村の推進体制の整備

本市では、中心市街地活性化を最重要課題の一つとして位置付け、中心市街地

活性化に向けて全力を挙げて取り組むことを市議会等で市長自らが表明し、また、

庁内プロジェクトの設置を指示している。

「八代市中心市街地活性化プロジェクトチーム」は「中心市街地の活性化を一体

的にかつ円滑に進める上での調査・研究及び検証、また、中心市街地活性化基本

計画策定にかかる事業計画の検討を行う」ことを目的として平成１８年４月２６日に

設置した。メンバーは副市長を座長とし、企画振興・総務・建設・商工観光・市民環

境・教育らの部課長１９名で構成している。

また具体的な事業等について検討する下部組織として、企画調整・財政・都市

計画・街路公園・区画整理・土木・建築・高齢者支援・こども家庭・生活安全・商政

観光課の課長補佐及び係長１２名で構成する「八代市中心市街地活性化プロジェ

クトチーム作業部会」を５月１８日に設置した。

新計画策定後、市が行う各事業については、毎年進捗状況の調査を実施し、庁

内のプロジェクトチームで協議を行うと共に、中心市街地活性化協議会へ報告し、

状況に応じて必要な措置を講じる。

また、計画期間終了時点には、中心市街地活性化に効果的な事業であったかど

うか等、具体的な検証を実施する予定である。

（（（（１１１１）））） 中心市街地活性化中心市街地活性化中心市街地活性化中心市街地活性化にににに関関関関するするするする市長市長市長市長のののの市議会市議会市議会市議会でのでのでのでの表明表明表明表明

平成平成平成平成１８１８１８１８年年年年３３３３月定例市議会市長提案理由説明月定例市議会市長提案理由説明月定例市議会市長提案理由説明月定例市議会市長提案理由説明●

市長に就任し、新年度を迎えるに当たり、まず、喫緊の課題であります産業

の振興を図ることを目的とし、本年４月に、産業振興部、企画財政部を中心と

する再編を行い、より効率的な組織運営を目指した組織機構の見直しを行う

こととしております・・・

（中略）

・・・さらに、昨年、一昨年と相次いで大型のショッピングセンターが出店し、

中心市街地の核となっていた八代サティが１月末で閉店する等、中心市街

地、特に中心であり、中心市街地の活性化は喫緊の課題と認識いたしており

ます。このため、元気が出る産業活性化支援事業補助金による商工業者等を

支援するとともに、中心市街地活性化基本計画の見直しを早急に行い、実効

性の高い計画を策定して、国・県の支援を受けながら、定住促進に向けた取り

組み等、中心市街地の活性化に向けて努力してまいる所存でございます。
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平成平成平成平成１８１８１８１８年年年年９９９９月定例市議会市長提案理由説明月定例市議会市長提案理由説明月定例市議会市長提案理由説明月定例市議会市長提案理由説明●

今回の定例市議会に提案しております議案の説明に先立ち、国・県並びに

市政の動向について述べさせていただきます・・・

（中略）

・・・まちづくり三法の改正を受け、本市では庁内に中心市街地活性化プロ

ジェクトを発足させ、年内の国の認定を受けるべく、新たな中心市街地活性化

基本計画書を策定いたします。

平成平成平成平成１８１８１８１８年年年年１２１２１２１２月定例市議会市長提案理由説明月定例市議会市長提案理由説明月定例市議会市長提案理由説明月定例市議会市長提案理由説明●

今回の定例市議会に提案しております議案の説明に先立ち、国・県並びに

市政の動向について述べさせていただきます・・・

（中略）

・・・次に、９月２６日に、国から中心市街地活性化に係る申請マニュアルが

公表されました。中心市街地活性化は、本市の重点課題であり、このマニュア

ルを踏まえ、中心市街地活性化基本計画認定のための申請に向け、その策

定に、現在、全力を挙げて取り組んでいるところでございます。

また、本町の八代サティ跡地につきましては、かねてより商業関係での利

用を強く地元として要望いたしておりましたが、このたび大阪市の株式会社J.

P.Cに売却され、商業施設として建替えが予定されており、中心市街地の活性

化に繋がるような企画となるよう市といたしましても株式会社J.P.Cに要請して

いくとともに、期待いたしております。
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（（（（２２２２）））） 中心市街地活性化中心市街地活性化中心市街地活性化中心市街地活性化プロジェクトチームプロジェクトチームプロジェクトチームプロジェクトチーム実施状況実施状況実施状況実施状況

①設置目的

中心市街地の活性化を一体的に且つ円滑に進める上での調査・研究及び検証

また、新計画策定にかかる事業計画の検討を行う。

②構成

プロジェクトチームの構成

八代市副市長（座長）

企画振興部長・総務部長・建設部長・商工観光部長

企画調整課長・地域振興課長・財政課長・都市計画課長・街路公園課長

区画整理課長・土木建設課長・建築指導課長・建築住宅課長・高齢者支援課長

こども家庭課長・生活安全課長・教育総務課長・商政観光課長

③経過

○平成１８年４月２６日

「第１回中心市街地活性化プロジェクトチーム」

市の重点施策として、改正中活法を見据えた新計画策定と活性化に向けた支援

について

○平成１８年５月１８日

「第２回中心市街地活性化プロジェクトチーム」

「ＴＭＯやつしろ」が実施した、八代市交通体系調査事業についての報告及び旧

計画の事業の検証

○平成１８年６月３０日

「第３回中心市街地活性化プロジェクトチーム」

旧計画の進捗状況と事業の見直し及び八代市交通体系調査事業に対する建設

部サイドの見解について

○平成１８年８月８日

「第４回中心市街地活性化プロジェクトチーム」

中心市街地活性化プロジェクト作業部会の状況報告及び新計画の骨子について
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○平成１８年９月２１日

「第５回中心市街地活性化プロジェクトチーム」

副市長の上京（内閣府・国土交通省・経済産業省）報告及び商工会議所との意

見交換、中心市街地活性化プロジェクト作業部会の状況報告、新中活計画案について

○平成１８年１０月１２日

ＴＭＯやつしろ提案の道路改良事業に関する協議 商工観光・建設部長、商工

会議所

○平成１８年１２月１３日

「第６回中心市街地活性化プロジェクトチーム」

中活計画申請マニュアルに基づく、新計画の説明

○平成１９年２月１３日

「第７回中心市街地活性化プロジェクトチーム」

内閣府事前相談（２回目）報告、新計画に盛り込む事業の最終確認、今後の

スケジュールについて

（（（（３３３３）））） 中心市街地活性化中心市街地活性化中心市街地活性化中心市街地活性化プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト作業部会実施状況作業部会実施状況作業部会実施状況作業部会実施状況

①設置目的

中心市街地の活性化を一体的に且つ円滑に進める上での調査・研究及び検

証、また、新計画策定にかかる事業計画の検討を行う。

②構成

プロジェクト作業部会の構成

企画調整課長補佐（部会長） 街路公園課長補佐（副部会長）

財政係長・都市計画課係長・区画整理課事業係長・土木建設課道路建設係長

建築指導課長補佐・建築住宅課長補佐・高齢者支援課管理係長

こども家庭課子育て支援係長・生活安全課交通防犯係長

商政観光課商業振興係長
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③経過

○平成１８年５月１８日

「第１回中心市街地活性化プロジェクト作業部会」

「ＴＭＯやつしろ」が実施した、八代市交通体系調査事業についての報告及び旧

計画の事業の検証

○平成１８年６月２日

「第２回中心市街地活性化プロジェクト作業部会」

旧計画事業の進捗状況と見直しについて

○平成１８年６月２１日

「第３回中心市街地活性化プロジェクト作業部会」

旧計画事業の進捗状況と旧計画の検証、新計画の基本方針について

○平成１８年７月７日

「第４回中心市街地活性化プロジェクト作業部会」

中心市街地活性化プロジェクトチームの会議報告、今後のスケジュール、中活

計画の認定制度の概要について

○平成１８年７月２８日

「第５回中心市街地活性化プロジェクト作業部会」

今後のスケジュール、旧計画の事業の整理、新計画の基本方針について

○平成１８年８月１６日

「第６回中心市街地活性化プロジェクト作業部会」

新計画の区域設定、中心市街地活性化プロジェクトチームの会議報告、新計画

の骨子について

○平成１８年８月１８日

新計画策定にかかる協議 経済産業省・国土交通省

○平成１８年８月２８日

「第７回中心市街地活性化プロジェクト作業部会」

新計画骨子（案）に対する国の見解、新計画の区域設定、交通体系事業住民ア

ンケート結果、新計画に盛り込む具体的事業について

○平成１８年９月６日

「第８回中心市街地活性化プロジェクト作業部会」

ＴＭＯやつしろ提案の道路改良事業の検討、新計画の内容および実施事業について

○平成１８年９月２５日

「第９回中心市街地活性化プロジェクト作業部会」

中心市街地活性化プロジェクトチームの会議報告、新計画について
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○平成１８年１０月１６日

戦略補助金に関する事業者との協議

○平成１８年１１月１７日

「第１０回中心市街地活性化プロジェクト作業部会」

前回部会協議事項、新計画に明記する事業の最終確認等について

○平成１８年１２月１４日

新計画（案）に関する内閣府への事前相談

○平成１８年１２月１８日

八代まちづくり株式会社への出資

○平成１８年１２月１９日

八代市中心市街地活性化協議会設立総会

○平成１８年１２月２７日

「第１１回中心市街地活性化プロジェクト作業部会」

内閣府事前相談、新計画に盛り込む事業の確認、中心市街地活性化協議会及

び今後のスケジュール等について

○平成１９年２月９日

「第１２回中心市街地活性化プロジェクト作業部会」

内閣府事前相談（２回目）報告、新計画に盛り込む事業の最終確認、今後のス

ケジュールについて
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［２］中心市街地活性化協議会に関する事項

新計画の策定及び各種事業の実施に民意を反映させるため、まちづくり会社及

び中心市街地活性化協議会設立に向けた中心市街地活性化協議会準備会が平

成１８年７月３１日に設置され会合を重ねてきた。

その結果、平成１８年１０月２０日に八代まちづくり株式会社、平成１８年１２月

１９日に、八代まちづくり会社・商工会議所・地域住民・インフラ関係者・大型店・学

識経験者・金融・医療・福祉・建設・教育・消費者・経済団体・行政等で構成される

「八代市中心市街地活性化協議会」が設立され、その下部組織として「運営委員

会」が設置され中心市街地活性化のための活動方針や新計画に関する具体的な

事業の検討を行っている。

（（（（１１１１）））） 八代八代八代八代まちづくりまちづくりまちづくりまちづくり株式会社株式会社株式会社株式会社

①設立目的

中心市街地活性化のためには、地域住民や来街者が愛着を持ち、誇れるまち

にすることが不可欠であり、まちづくりを総合的にコーディネートする組織が必要と

なることから、地域住民、地元商店街振興組合、（社）建設業協会、八代商工会議

所、八代市、八代市中心市街地活性化連絡協議会が出資して株式会社を設立し

た。

②会社概要

商号：八代まちづくり株式会社 本店：熊本県八代市北の丸町３番１０号

設立：平成１８年１０月２０日

資本金：８５０万円 発行済株式総数１７０株（発行可能株式総数４００株）

出資額（万円）出資者 株数

地域住民 １２２ ６１０

地元商店街振興組合 １８ ９０

（社）建設業協会 ４ ２０

八代商工会議所 １２ ６０

八代市 １２ ６０

２ １０八代市中心市街地活性化連絡協議会
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（（（（２２２２））））八代市中心市街地活性化協議会八代市中心市街地活性化協議会八代市中心市街地活性化協議会八代市中心市街地活性化協議会のののの推進体制推進体制推進体制推進体制

民間事業者民間事業者民間事業者民間事業者

市民市民市民市民
行政行政行政行政 八代市中心市街地活性化協議会八代市中心市街地活性化協議会八代市中心市街地活性化協議会八代市中心市街地活性化協議会

ま ち づ く り市 民 か ら

に関する意の 意 見 ・ 八代まちづくり㈱ 八代商工会議所

見・要望要 望 を ま （市街地開発） （商業系）

ちづくりに

民 間 事 業反映 地域住民・業界団体、インフラ関係

提行政・学校関係、経済団体他 計 画 の

案民間事業

計画の新

計画への

意見・要望反映及び 八代市中心市街地活性化協議会運営委員会

に関する回支援

答 民 間 事

業の支援八代市中心市街地活性化協議会ワーキング部会（３部会）

（賑わい再生部会）（居住促進部会）（中心商店街活性化部会）
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（（（（３３３３））））八代八代八代八代まちづくりまちづくりまちづくりまちづくり株式会社及株式会社及株式会社及株式会社及びびびび八代商工会議所八代商工会議所八代商工会議所八代商工会議所のののの役割役割役割役割

八代市中心市街地活性化協議会は、本市中心市街地において、良好な市街地

を形成するためにまちづくりの推進を図る事業活動を行う「八代まちづくり株式会

社」と商業の活性化と経済活力向上を目的にした「八代商工会議所」の両者が核と

なり、協議会を牽引する役割を担っている。

協議会の事務局は八代商工会議所が運営しており、以下のホームページアドレ

スで規約等を公表している。

http://www.kmt-cci.or.jp/yatsushiro/kasseikakyougikai.htm

①八代まちづくり株式会社が行う事業

●商店街等の民間団体が企画・立案する市街地再開発についての助言又は主

体的実施

●市街地の整備改善に関する意見の具申

●市街地の整備改善に関する調査・研究

●空き店舗の改装から出店までのトータルコーディネート

●商店街タウン誌等の発行

●歴史的建造物の復元と管理

●視察研修の受け入れと歴史ガイド

②八代商工会議所が行う事業

●商業活性化のためのソフト事業の実施、支援

●新たなソフト事業の企画・実施

●八代まちづくり㈱と連携した事業の実施

●商店街活性化に関する人材育成

●八代市中心市街地活性化基本計画のフォローアップ
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（４）中心市街地活性化協議会構成員

団 体 名 役 職 備 考

八代商工会議所 会頭 協議会会長

八代商工会議所 副会頭 運営委員

八代商工会議所 専務理事 運営委員

八代まちづくり（株） 代表取締役 協議会副会長

八代市 副市長 協議会副会長

八代市 建設部長

八代市 商工観光部長

本町１丁目商店街振興組合 理事長

本町２丁目商店街振興組合 代表理事 監事

本町３丁目商店街振興組合 理事長 運営委員

通町商店街振興組合 副理事長

会長 運営委員八代市中心市街地活性化連絡協議会

二之町振興会 代表

宮之町妙見会 代表

おかみさん会 代表

地域住民 運営委員八代商工会議所前専務理事

地域住民 代陽校区長

地域住民 八代校区長

地域審議会 千丁地域審議会長

九州電力（株） 所長

（株）ＮＴＴ西日本中九州支店 支店長 運営委員

九州ガス（株）八代支店 支店長

産交バス（株）八代営業所 所長

（株）マルショク マルショク八代店 店長

（株）鶴屋百貨店八代支店 店長

八代工業高等専門学校 教授 運営委員

八代工業高等専門学校 講師

（株）肥後銀行八代支店 取締役支店長 運営委員

（社）八代市医師会 会長

（社）熊本県建設業協会八代支部 支部長 運営委員

秀岳館高等学校 校長

八代市地域婦人会連絡協議会 会長 運営委員

八代経済開発同友会 代表幹事 監事
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（５）中心市街地活性化協議会、中心市街地活性化協議会運営委員会

八代市中心市街地活性化協議会開催状況八代市中心市街地活性化協議会開催状況八代市中心市街地活性化協議会開催状況八代市中心市街地活性化協議会開催状況

第第第第 １１１１ 回 中 心 市 街 地 活 性 化 協 議 会回 中 心 市 街 地 活 性 化 協 議 会回 中 心 市 街 地 活 性 化 協 議 会回 中 心 市 街 地 活 性 化 協 議 会

開催日 平成１８年１２月１９日

議題 第１号議案 八代市中心市街地活性化協議会規約（案）承認について

第２号議案 八代市中心市街地活性化協議会会員（案）について

第３号議案 八代市中心市街地活性化協議会役員選任について

第４号議案 平成１８年度事業計画（案）及び予算（案）承認について

その他 八代市中心市街地活性化基本計画（素案）について

・第１号議案から第４号議案までについて協議結果

第１号議案から第４号議案までについて承認

・八代市中心市街地活性化基本計画（素案）について

八代市中心市街地活性化基本計画（素案）の基本的方針及び目

標については、後日文書で意見提出

第第第第 ２２２２ 回 中 心 市 街 地 活 性 化 協 議 会回 中 心 市 街 地 活 性 化 協 議 会回 中 心 市 街 地 活 性 化 協 議 会回 中 心 市 街 地 活 性 化 協 議 会

開催日 平成１９年１月１１日

議題 議題１ 八代市中心市街地活性化協議会及び運営委員会の状況報告

議題２ 中心市街地の活性化に関する基本的な方針に対する意見

議題３ 八代市中心市街地活性化基本計画（素案）の説明

・議題１について 省略協議結果

・議題２について

特に意見はなく、意見がある場合は事務局に提出

・議題３について

特に意見はなく、意見がある場合は１月１７日迄に提出
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第第第第 ３３３３ 回 中 心 市 街 地 活 性 化 協 議 会回 中 心 市 街 地 活 性 化 協 議 会回 中 心 市 街 地 活 性 化 協 議 会回 中 心 市 街 地 活 性 化 協 議 会

開催日 平成１９年２月９日

議題 議題１ 八代市中心市街地活性化協議会のこれまでの経過報告

議題２ 八代市中心市街地活性化基本計画（素案）に関する意見

その他 内閣府事前相談結果及び八代市中心市街地活性化基本計画（素案）

修正点説明

・議題１について協議結果

過去２回の八代市中心市街地活性化協議会及び過去４回の

八代市中心市街地活性化協議会運営委員会経過報告

・議題２について

八代市中心市街地活性化基本計画（素案）に関し、本協議会

会員から提出のあった意見を述べ、運営委員会で協議した意

見書（案）を説明

今後「ワーキング部会で協議していく事業」に「その他」の項を追加意

見書（案）は原案通り決定、２月１３日八代市に提出。

その他 八代市より中活本部及び経産省で基本計画（素案）の事前相

談（２回目）結果の報告

協議会の意見を反映した八代市中心市街地活性化基本計画（素

案）を説明

八代市中心市街地活性化基本計画八代市中心市街地活性化基本計画八代市中心市街地活性化基本計画八代市中心市街地活性化基本計画（（（（素案素案素案素案））））にににに対対対対するするするする意見書意見書意見書意見書のののの提出提出提出提出

期 日 平成１９年２月１３日

場 所 市長応接室

出席者 八代市中心市街地活性化協議会：八代市中心市街地活性化協議会

会長（八代商工会議所会頭）同副会長（八代まちづくり㈱代表取締役）、

同会員（八代商工会議所専務理事）、同会員（八代市中心市街地活性化

連絡協議会会長）、同会員（商店街おかみさん会代表）、同事務局長

行政：八代市長、八代市副市長、商工観光部長、建設部長 他

内 容 P１０３～１０７に記載
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八代市中心市街地活性化協議会運営委員会開催状況八代市中心市街地活性化協議会運営委員会開催状況八代市中心市街地活性化協議会運営委員会開催状況八代市中心市街地活性化協議会運営委員会開催状況

第第第第１１１１回中心市街地活性化協議会運営委員会回中心市街地活性化協議会運営委員会回中心市街地活性化協議会運営委員会回中心市街地活性化協議会運営委員会

開催日 平成１９年１月９日

議題 議題１ 中心市街地の活性化に関する基本的な方針に対する意見等

の協議

議題２ タウンマネージャーの選任について

議題３ 松江城町・本町２丁目１号線相互通行について

・議題１について協議結果

素案について了承

市民がやる気をもって参画できるまちづくりが大切であるとの意見

・議題２について

協議会の前身である中心市街地活性化協議会設立準備会での協

議事項を運営委員に説明

・議題３について

事務局より、相互通行に関する沿線住民の同意書及び了承の説

明、今後協議会で協議

第第第第２２２２回中心市街地活性化協議会運営委員会回中心市街地活性化協議会運営委員会回中心市街地活性化協議会運営委員会回中心市街地活性化協議会運営委員会

開催日 平成１９年１月１９日

議題 議題１ 中心市街地活性化基本計画（素案）の基本的な方針に関す

る意見について

・議題１について協議結果

基本的な方針に「癒し」に関する記述を行って欲しいとの意見。

目標については、妥当な目標であるとの判断

事業関係については次回、１月２５日の運営委員会で協議
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第第第第３３３３回中心市街地活性化協議会運営委員会回中心市街地活性化協議会運営委員会回中心市街地活性化協議会運営委員会回中心市街地活性化協議会運営委員会

開催日 平成１９年１月２５日

議題 議題１ 第２回運営委員会の会議報告について

議題２ 八代市中心市街地活性化基本計画（素案）に関する意見等の協

議について

・議題１について 省略協議結果

・議題２について

協議会委員より提出された意見について内容別に説明。

計画する事業の拡充及び新たな事業に追加することとし、原案通り了

承し要望

今後の事業の推進等については新たに部会を設置、部会の構成や部

会毎に検討する事業を説明

次回の委員会では、市へ提出する意見書の調整。

第第第第４４４４回中心市街地活性化協議会運営委員会回中心市街地活性化協議会運営委員会回中心市街地活性化協議会運営委員会回中心市街地活性化協議会運営委員会

開催日 平成１９年２月２日

議題 議題１ 第３回運営委員会の会議報告について

議題２ 八代市中心市街地活性化基本計画（素案）に関する意見等の協

議について

・議題１について 省略協議結果

・議題２について

協議会会員からの意見に基づき、「①計画に盛り込む事業」「②基本

計画に盛り込んである事業に反映すべき事業」「③今後部会で検討する

事業」について説明

商店街が新たに行う「一店一席一茶事業」を計画に盛り込み、人材育

成事業に「女性をターゲットにした店づくりのための研修を実施」を文言と

して追加

熟度の低いものについては今後部会で継続的に検討

部会の種類やメンバー等について説明、事務局案のとおり了承



( 108 )

（６）八代市中心市街地活性化基本計画に対する八代市中心市街地活性化協議

会からの意見書

八 中 活 第 ７ 号

平成１９年２月１３日

八代市長 坂 田 孝 志 様

八代市中心市街地活性化協議会会長

吉 永 富 二 夫

八代市中心市街地活性化基本計画（素案）に対する意見書

中心市街地の活性化に関する法律第１５条第９項の規定に基づき八代

市中心市街地活性化基本計画（素案）に対する意見を提出します。
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八代市中心市街地活性化基本計画八代市中心市街地活性化基本計画八代市中心市街地活性化基本計画八代市中心市街地活性化基本計画（（（（素案素案素案素案））））にににに対対対対するするするする意見書意見書意見書意見書

八代市の中心市街地は、これまで商業を始め、行政・居住・文化等

の中心であり、長い歴史の中で培って来た地域の文化・伝統の伝承等

「まちの顔」として重要な役割を担って来ました。

しかし近年、社会状勢の激変によりその機能は低下しつつあり、この

ままでは「まちの顔」としての役割が失われるのではないかと懸念され

ております。

これらの問題に対応し、中心市街地を活性化するため八代市では、

八代市中心市街地活性化基本計画（素案）を策定されました。

この八代市中心市街地活性化基本計画（素案）を推進することは、

中心市街地のみならず八代市全体にも効果がおよび、県南の拠点とし

て周辺町村の利便性向上にも繋がるものと考えます。

、 （ ） 、本協議会では 八代市中心市街地活性化基本計画 素案 に対して

意見を提出するため、中心市街地の活性化は中心商店街だけの問題で

、 、 、はなく 当市全体の重要課題として捉え 一人ひとりが危機感を持ち

本気で魅力あるまちづくりを目指し、八代市中心市街地活性化協議会

とその下部組織である八代市中心市街地活性化協議会運営委員会で協

議を重ねました。

その結果、以下のとおり意見を提出します。

１．基本的な方針について

基本方針については、①市民が誇りと愛着を持てるまちづくり②便利

で安全な暮らしやすいまちづくり ③活気あふれるまちづくりが挙げられ

ており、当市の中心市街地活性化にふさわしい方針と言え、概ね妥当で

あります。

ただし、旧中心市街地活性化基本計画の反省から、市民がやる気を持っ

て参画できるまちづくり及び高齢化や核家族化等社会問題が生じてい

る現状に対応するため“癒し”の視点に立った内容を検討していただきた

い。

２．中心市街地の活性化の目標について

目標については、①中心市街地の賑わいを取り戻す ②街なか居住の促進

③中心商店街の活性化が挙げられているが、これらは旧中心市街地活性化
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、基本計画の検証及び当市の現状把握・分析・検証が適切に行われており

当市の中心市街地を活性化する上で必要な目標であります。また、数値

目標は様々なデータ分析のもと割り出されおり、実現性が高く活性化を

図る上で妥当なものと考えます。

３．計画に盛り込まれた事業について

基本計画に盛り込まれた事業については、目標を達成するための適切

で具体的な取り組みが示されており概ね妥当と言えるが、さらに目標を

実現させるために次のことを提案します。

（１）空き店舗への出店を容易にし、中心商店街の活性化に繋げるため

空き店舗改装及びファサード改修等に対する八代市商店街活性化事

業のチャレンジストアー事業等の補助拡充を基本計画に盛り込

むこと。

（２）商店街及び八代商工会議所では、空き店舗や中心商店街に不足し

ている業種を洗い出し、誘致を促進することにより中心商店街の活

性化に繋げるため「空き店舗情報提供及び中心商店街の不足業種の

誘致」を計画しているので、事業として基本計画に盛り込むこと。

（３）商店街では、来街者におもてなしの心を持ってお茶等の振舞いを

行う「一店一席一茶」事業を計画しているので、基本計画に盛り込

むこと。

（４）八代まちづくり株式会社では、細川三斎公ゆかりの全国お茶会開

催を計画しているので、基本計画の歴史と文化の散策事業に盛り込

むこと。

（５）史跡や文化施設への誘導サインの設置を基本計画の事業として盛

り込むこと。

（６）八代商工会議所では、女性をターゲットにした店づくりセミナー

を計画しているので、基本計画の人材育成セミナー事業にテーマと

して盛り込むこと。
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（７ 「別紙」の事業については、本協議会のワーキング部会（賑わい）

再生部会、居住促進部会、中心商店街活性化部会）で今後協議を継

、 、続していくこととしているので 今後事業実施の目途が立った時

基本計画に盛り込 んでいただきたい。

４．総括

本協議会として上記のとおり意見を提出しますが、八代市中心市街地

活性化基本計画の推進に当たっては、計画内容を市民に広く周知を行い、市

民の意見を取り入れながら中心市街地活性化事業を実施し、目標を達成す

るため、関係団体一丸となって事業を推進することを要望します。

本協議会は、中心市街地活性化事業を推進するため基本計画の進捗状況

調査、事業調整等を行い、関係団体との連携を密にしながら中心市街地の

活性化に向け努めて参ります。



( 112 )

別 紙別 紙別 紙別 紙

中心市街地活性化協議会会員中心市街地活性化協議会会員中心市街地活性化協議会会員中心市街地活性化協議会会員からからからから提出提出提出提出されたされたされたされた事業事業事業事業にににに関関関関するするするする

意見意見意見意見でででで今後今後今後今後ワーキングワーキングワーキングワーキング部会部会部会部会でででで検討検討検討検討していくしていくしていくしていく事業事業事業事業

（（（（賑賑賑賑わいわいわいわい再生部会再生部会再生部会再生部会））））

○今後、調査研究の必要性がある総合交通体系改善の推進

船を利用したクルージング路線○

くまもとアートポリスの一環とした現代茶室のコンぺ実施○

笠鉾の展示を含めたコミュニティ施設○

薩摩街道のまち並を活かしたまちづくりに取り組んでいる地域との連○

携事業及び核施設の設置

白百合学園跡地を利用したキリスト教文化を活かした活性化事業○

トイレの設置○

○その他

（（（（居住促進部会居住促進部会居住促進部会居住促進部会））））

○ 及び家賃補助について高齢者向けを含めた共同住宅の建設

○その他

（（（（中心商店街活性化部会中心商店街活性化部会中心商店街活性化部会中心商店街活性化部会））））

○物産館の建設

○中心商店街に隣接する駐車場の整備

移動カフェの実施○

空き店舗を利用した映画の上映○

彦一ピクチュア・ブックコンテストの開催○

市有地を利用した駐車場の建設及び１時間無料等の駐車場運営○

等に関する事業

○その他
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［３］基本計画に基づく事業及び措置の一体的推進

（（（（１１１１））））様々様々様々様々なななな主体主体主体主体のののの巻巻巻巻きききき込込込込みみみみ及及及及びびびび各種事業等各種事業等各種事業等各種事業等とのとのとのとの連携連携連携連携・・・・調整等調整等調整等調整等

①地域住民を対象とした中心市街地活性化に関する啓発活動の実施状況

（シンポジウム・パブリックコメント・タウンミーティング ）広報等情報提供

）ア パブリックコメント（平成１９年１月１２日から１月３１日まで

新計画に関する市民からの意見を聴取するため、パブリックコメントを実施し

た。

イ 広報やつしろへの特集記事の掲載

実施したパブリックコメント以降、新計画に盛り込んだ事業の推進にあたり市

民からの意見を聴取するため、「広報やつしろ」で新計画に関する記事の掲載を

行う。

第１回目の記事掲載は平成１９年５月１日号で行う予定である。

ウ まちづくりに関する意見聴取

八代商工会議所のホームページ上で、新計画に盛り込んだ事業やまちづくり

全般に関する意見聴取、八代市中心市街地活性化協議会への参加募集等を実

施する。

エ おかみさん会

平成１３年の「ＴＭＯやつしろ」の設立及び「やつしろ商人塾」の活動を契機とし

て平成１４年７月に「おかみさん会」が発足した。

現在、「商店街活性化に女性パワーを活かす・女性ならではの独創的思考」

「既存の活動(商店街ｲﾍﾞﾝﾄ)からの脱却・細やかなサービスの提供」を活動の視

点として中心市街地活性化に取り組んでいる。

オ 一店一席一茶事業

大型店の出店や地域コミュニティの希薄化により、会話が失われ、これまで培

ってきた信頼関係も失われつつある。そのため、中心商店街のそれぞれの個店

で、来街者にもてなしの心を持ってお茶の振る舞いを行う。

カ 中心商店街連携事業

中心市街地内のゆめタウンの協力を得て、「中心商店街とゆめタウンを結ぶシャト

ルバスの運行」、「無料レンタサイクル提供」、「商店街のイベント情報等の共同発

信」、「中元・歳末の大売出し事業の共同実施」等を行っている。
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②住民等を対象とした協議・検討の場の設置状況及びその実施状況

ア 八代中心市街地活性化協議会

平成１６年８月、中心市街地の空洞化が進展する中、地域住民と共に中心

市街地を盛り上げることを目的に中心商店街の店主等約１３０名で構成する

任意団体「八代中心市街地活性化連絡協議会」が設立された。

本市では、新計画の策定に当たって、毎月定期的に会合を開き中心市街

地に関する意見や情報の交換、具体的な施策や事業に関する協議を行ってきた。

○平成１８年２月２１日

まちづくり３法改正、ＴＭＯやつしろの今後の組織運営、大型店との協力体

制、八代中心市街地活性化連絡協議会の今後の取り組みについて

○平成１８年３月１７日

中心市街地交通体系事業の進捗状況、諫早市視察状況、まちづくり交付金事

業について

○平成１８年４月２５日

中心市街地交通体系事業及び地区説明会、本町３丁目周辺の再開発について

○平成１８年６月６日

中心市街地交通体系事業、本町３丁目周辺の再開発について

○平成１８年８月７日

まちづくり３法の改正点、中心市街地交通体系事業、本町３丁目周辺の再開

発について

○平成１８年１０月７日

本町３丁目周辺、遊技場跡地の再開発、サンリブの今後の取り組みについて

○平成１９年２月１５日

「新計画（素案）に関する勉強会」（八代中心市街地活性化連絡協議会主催）

八代中心市街地活性化連絡協議会に対し、新計画（素案）の説明を行う勉強会

イ 中心市街地活性化協議会設立準備会

本市では、中心市街地活性化協議会の設立に向け、中心市街地活性化協

議会設立準備会が設置され、協議会の設立に関する協議だけではなく、新計

画に関する具体的な事業についての協議も併せて行った。

○平成１８年７月３１日

市の計画策定スケジュール及び商工会議所のスケジュール、中心市街地活性

化協議会の役割等について
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○平成１８年８月１７日

新計画、中心市街地活性化協議会の設立について

○平成１８年８月２９日

中心市街地活性化協議会の設立、まちづくり会社について

○平成１８年９月１４日

タウンマネージャーの人選、まちづくり会社、協議会事務所の設置について

○平成１８年９月２８日

協議会設立に向けた今後のスケジュール、協議会の構成員、タウンマネージャ

ーの人選、まちづくり会社、規約策定について

○平成１８年１０月６日

協議会の構成員、今後のスケジュールについて

○平成１８年１０月２７日

まちづくり会社、タウンマネージャーの人選について

○平成１８年１１月７日

協議会の会長、副会長、運営委員、監事、タウンマネージャーの人選について

○平成１８年１１月２７日

協議会設立総会日程、タウンマネージャーの人選について

○平成１８年１２月１４日

協議会設立総会、まちづくり会社への出資について

中心市街地活性化協議会設立準備会の構成

八代まちづくり株式会社代表取締役・八代市建設部都市計画課長

八代市建設部都市計画課都市計画係長・八代市商工観光部商政観光課長

八代市商工観光部商政観光課商業振興係長・八代商工会議所専務理事

八代商工会議所事務局長・ＴＭＯやつしろ事務局長・八代商工会議所指導課長

八代商工会議所庶務係長・本町１丁目商店街振興組合理事長

本町２丁目商店街振興組合代表理事・本町３丁目商店街振興組合理事長

通町商店街振興組合理事長
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ウ その他

新計画の策定に当たっては、住民等を対象とした説明会としてまちづくり講

演会を４回、新計画概要についての説明会を１回実施した。また市長と市民

が市政全般に渡る意見交換を行う「市長と語ろう！元気づくりトーク」を平成１

８年８月から１２月まで中学校区単位で延べ２１回実施し、約２,１２２人が参加した。

○平成１８年５月３０日

「まちづくり３法」説明会開催（八代市・八代商工会議所主催）

（独）中小企業基盤整備推進機構

○平成１８年７月１０日

「まちづくり講演会」開催（八代市主催）

『まちづくり三法の見直しについて～コンパクトなまちづくりに向けて～』

国土交通省都市・地域整備局都市計画課

『中心市街地活性化に向けた支援策』

国土交通省九州地方整備局建政部都市・住宅整備課

○平成１８年８月２６日

「まちづくり講演会」開催（八代市・八代商工会議所主催）

第１部『改正中心市街地活性化法の活用について』

九州経済産業局 流通・サービス産業課

第２部『熊本県街なか居住推進事業について』

熊本県土木部住宅課

○平成１９年２月８日

「中心市街地再開発に関する勉強会」（商店街振興組合主催）

再開発に関する講演会

○平成１９年３月１２日

「新計画（素案）に関する勉強会」（経済開発同友会主催）

経済開発同友会に対し、新計画（素案）の説明を行う
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（（（（２２２２））））客観的現状分析客観的現状分析客観的現状分析客観的現状分析、、、、ニーズニーズニーズニーズ分析分析分析分析にににに基基基基づくづくづくづく事業事業事業事業・・・・措置措置措置措置のののの集中実施集中実施集中実施集中実施

① 地域住民のニーズ等（総合計画市民アンケート調査）

Ａ 調査の概要

対象：平成１８年７月３１日現在、八代市に居住する２０歳以上の市民

八代・坂本・千丁・鏡・東陽・泉の各地域に合わせたサンプル数の無作為抽出抽出方法：

実施時期：平成１８年８月下旬～９月上旬

配布数：３ ０００票 回収数：１ １５１票 回収率：３８ ４％, , .

ア 商工観光の推進について

近年の社会情勢を反映し、雇用

対策事業の推進（若年者、中高齢

者の雇用対策）が他の施策に比べ

て非常に高くなっている。

また、市民は中心市街地の活性

化に興味を持っており、雇用促進

や企業誘致等に次いで、関心の高

いものとなっている。

イ 通勤、通学地

市全体で居住する地域内への

通勤・通学が４割を占めているが、

坂本地域では他の地域に比べて

地域内への通勤・通学が少なくな

っている。

これは地理的に山林が多く、事

業所数が他の地区に比べ少ない

こと、回答者の約６０％が、６０歳

代～８０歳代以上の高齢者であ

ったこと等によると考えられる。
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ウ 身の回り品の買い物（食料品・日用雑貨）

市全体でみると、身の回り品の

買い物は、約９４％が「居住する地

域内の商店」又は「市内の他の地

域」で買い物を行っており、日常の

買い物は居住地域で行っている傾

向にある。

しかしながら、坂本、東陽、泉地

域では、商店数や地理的要因から

市内の他地域の割合が高くなって

いる。

エ 衣料品、家電製品の買い物

衣料品、家電製品も約９１％が

居住又は市内の他地域で買い物

を行っているが、市内の他地域の

割合が高くなっており、八代地域

内の専門店、大型店等の利用が

多くなっていると考えられる。

オ 通院

市全体で、地域内の医療機関を

利用する者が約５３％、市内の他の

地域を利用する者が４４％、合計で

は約９７％が地域の医療機関を利

用している。

本市の居住者は、幼年期より地域

の医療機関を利用することで、住民

のファミリードクターとして定着して

いるためと考えられる。
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１０１０１０１０．．．．中心市街地中心市街地中心市街地中心市街地におけるにおけるにおけるにおける都市機能都市機能都市機能都市機能のののの集積集積集積集積のののの促進促進促進促進をををを図図図図るためのるためのるためのるための措置措置措置措置にににに関関関関するするするする事項事項事項事項

［１］都市機能の集積の促進の考え方

これまで中心市街地活性化のための都市機能の集積に向けた取り組みとし

て、中心商店街の東西に存在していた旧国鉄貨物駅跡地やセメント工場跡地

等の大規模遊休地を有効活用し、市による地域交流拠点施設整備や民間によ

る大規模商業施設の立地を誘導することで、中心商店街のアーケードリニュー

アルと合わせて、「核と軸の整備による回遊型都市構造への改編」を目指し、

実施してきた。

また、中心市街地の東側に位置する旧国鉄貨物駅跡地においては、居住環

境改善に向けた土地区画整理事業の実施とともに、市営住宅の整備により、

街なか居住の推進に努めてきた。

これらの取り組みにより、東西の核施設への来客等で交流人口は増加した

ものの、中心商店街への誘導については期待した成果は得られておらず、老

舗大型店の閉鎖もあり、中心商店街の衰退に歯止めがかかっていないのが現

状である。これは東西の核施設において大規模な駐車場が整備されているた

め、自家用車による来客が多数を占めているものの、それを中心市街地に誘

導するためのアクセス道路が一方通行等の規制により、最寄りの駐車場まで

の移動が簡単に行えない状況があると同時に、中心商店街により近い範囲で

の居住者の分散が理由として考えられる。

このため、都市機能集積の促進に向けた今後の方針としては、中心市街地

内の一方通行の解除等に向けた道路整備や、中心市街地への案内板の設置

等、スムーズな目的地までの移動の確保による中心商店街への交流人口の増

加と、中心商店街に近接する店舗跡地への共同住宅の誘導を図るための助成

制度の導入や歩道のバリアフリー化、憩いの空間としての広場整備等による区

域内居住者の増加を目指す。

また、用途地域の見直しや、特別用途地区等の都市計画手法の活用も併せ

て実施することにより、郊外への都市機能の拡散の防止とともに、中心市街地

への都市機能集積の促進を図ることとする。
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［２］都市計画手法の活用

都市計画手法の活用としては、適正な用途地域の見直しとともに、今回の都市

計画法、建築基準法の改正による大規模集客施設の用途白地を含めた広範囲の

用途地域での立地規制に合わせ、準工業地域についても、特別用途地区の指定

による立地規制に取り組むことにより、民間開発の適正な配置・誘導による都市機

能の中心市街地への集積を図ることを目指している。

現時点の具体的な取り組みとしては、平成１８年１０月３日に都市計画審議会を

開催し、本市の都市計画マスタープランの土地利用の基本方針において、商業地

の方針の中に、市街地における既存の大規模集客施設の商業系用途地域への見

直しと、大規模集客施設の郊外立地の抑制及び商業地域・近隣商業地域への誘

導促進を追記 するとともに、工業地の方針の中に、他用途との土地利用の混在※※※※（（（（１１１１））））

を抑制するための準工業地域における特別用途地区等の活用による大規模集客

施設の立地規制を追記 する等の変更を行っている。※※※※（（（（２２２２））））

今後は、この方針を基に、平成１８年度実施している都市計画基礎調査の結果

も踏まえながら、平成１９年度に用途地域の見直し及び特別用途地区の指定の検

討を実施し、関係機関や地域住民・地権者等との協議等を行いながら、合意形成

に努め、平成１９年１１月までに都市計画決定及び建築条例の制定を目指す。

八代市都市計画マスタープランに追記された内容※※※※（（（（１１１１））））

商業地商業地商業地商業地のののの方針方針方針方針

都市計画法の改正に対応し、既存の大規模集客施設（床面積１万㎡超の店舗、

映画館、アミューズメント施設、展示場等）は、商業系への用途地域の変更等によ

る対応を図ることとする。また、コンパクトな都市づくり実現のために、郊外への新

規出店を抑制し、商業地域や近隣商業地域への誘導を図る。

八代市都市計画マスタープランに追記された内容※※※※（（（（２２２２））））

工業地工業地工業地工業地のののの方針方針方針方針

また、産業構造の転換に伴う用途地域の見直しの実施とともに、他用途との土

地利用の混在を抑制するため、準工業地域における特別用途地区等の活用によ

り大規模集客施設の立地を規制し、土地利用の鈍化を図る。
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大規模集客施設の立地制限に向けた

『用途地域見直し・特別用途地区指定』タイムスケジュール

用途地域用途地域用途地域用途地域のののの変更 特別用途地区変更 特別用途地区変更 特別用途地区変更 特別用途地区のののの指定指定指定指定

条例素案作成平成１９年２月上旬 庁内協議 平成１９年１月下旬

関係機関協議平成１９年５月上旬 庁内会議（第２回） 平成１９年５月上旬

パブリックコメント平成１９年５月上旬 関係機関協議 平成１９年７月上旬

案の公告・縦覧平成１９年７月上旬 用途地域変更案の広 平成１９年７月上旬

公聴会告・縦覧 平成１９年７月下旬

公聴会 都市計画審議会平成１９年７月下旬 平成１９年８月中旬

都市計画審議会 県知事の同意平成１９年８月中旬 平成１９年８月下旬

都市計画決定告示 条例制定平成１９年９月下旬 平成１９年９月下旬

都市計画決定告示平成１９年９月下旬

条例施行平成１９年１１月３０日

[３]都市機能の適正立地、既存ストックの有効活用等

（（（（１１１１））））大規模建築物等大規模建築物等大規模建築物等大規模建築物等のののの既存既存既存既存ストックのストックのストックのストックの現況現況現況現況

本市中心市街地において大型店や遊技場が相次いで閉鎖し大規模な空地や空

きビルが発生している。

このため、新計画では都市計画手法の活用による大規模集客施設の郊外立地

の抑制及び商業地域・近隣商業地域への誘導促進を行うと共に、中心商店街の

核となる大規模小売店舗等の立地を促進するため、手続きが大幅に簡素

化される「第２種特例区域」を計画区域の都市計画の商業地域に設定する。

①中心市街地における大規模建築物等の既存ストック概要

旧施設名 敷地面積 床面積 構造等 経過年数 利用状況

解体中サティ ４ ７００㎡, １０２６７㎡, 昭和４９年５月開店

平成１８年１月閉鎖

（閉店後１４ヶ月）

８６７㎡ １ ８８９㎡ 空き店舗三和ビル , 昭和３９年開店

平成１６年１０月閉鎖

（閉店後２９ヶ月）

ユニオンファ 有料老人ホ

６ ２３８㎡, １１９８０㎡, 昭和５２年４月開店

平成１５年７月閉鎖

ッションビル ーム住宅型平成１８年１２月一部開業

資料：商政観光課調べ
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（（（（２２２２））））行政機関行政機関行政機関行政機関、、、、病院病院病院病院・・・・学校等学校等学校等学校等のののの都市福利施設都市福利施設都市福利施設都市福利施設のののの立地状況及立地状況及立地状況及立地状況及びびびび移転計画移転計画移転計画移転計画

本市における行政機関、病院・学校等の都市福利施設の主な立地状況は下表

のとおりであり、現時点では行政機関や病院・学校等の都市福利施設の移転計画

はない。

①行政機関

施設名 所在地 施設規模 区域との関連

八代市役所（本庁舎） 松江城町 １６ ４２３㎡ 中心市街地内,

新町 １６ ６０２㎡ 中心市街地内やつしろハーモニーホール ,

八代市立図書館 北の丸町 １２ ３４５㎡ 中心市街地内,

八代市立厚生会館 松江城町 ８ ６６９㎡ 中心市街地内,

八代市立博物館 ８ ９９７㎡ 中心市街地内西松江城町 ,

八代市総合体育館 緑町 １８ ０９２㎡ 中心市街地内,

八代総合病院 ３ ２３０㎡ 中心市街地内西松江城町 ,

八代市立病院 妙見町 ５ ６５０㎡ 中心市街地外,

八代保健センター 高下西町 ６ ０８７㎡ 中心市街地外,

資料：商政観光課調べ



( 123 )

②病院・学校等の都市福利施設

項 目 施設数 内訳

幼稚園 １２ 市立１２ 私立５

小学校 ３８（６） 市立３８ （ ）内は分校数

中学校 １５ 市立１５

高等学校 ９ 市立７ 私立２

八代実業専門学校 八代看護学校 熊本労災看護専門学校 九州国際カレッジ専門学校専修学校 ４

八代工業高等専門学校 中九州短期大学高専・大学 ２

養護学校 １ 私立１

図書館・文化施設 １０ 市立１０

博物館 １ 市立１

医療施設 １４５

資料：平成１７年度八代市統計年鑑

（（（（３３３３））））八代市及八代市及八代市及八代市及びそのびそのびそのびその周辺周辺周辺周辺のののの大規模集客施設大規模集客施設大規模集客施設大規模集客施設のののの立地状況及立地状況及立地状況及立地状況及びびびび設置計画設置計画設置計画設置計画

本市及びその周辺の１０ ０００㎡を超える大規模集客施設の立地状況は下表の,

とおりである。

現在、１０ ０００㎡を超える大規模集客施設の設置計画はない。,

店舗名 店舗面積 開店日 所在地

ゆめタウン八代 ２９ ０００㎡ 八代市建馬町, 平成１７年６月２２日

２０ ８２０㎡ 八代市沖町イオン八代ショッピングセンター , 平成１６年１１月２７日

４３ ９１９㎡ 宇城市小川町ダイヤモンドシティバリュー , 平成９年１１月１日

資料：商政観光課調べ
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[４]都市機能集積のための事業等

これまで中心市街地の活性化に向けた取り組みとして、中心市街地におけ

る大規模遊休地への交流拠点施設整備や居住環境改善のための土地区画整

理事業の導入及び同土地区画整理事業区域内への市営住宅の建設等を実施

しており、都市機能の集積や街なか居住の推進に努めてきた。また、中心市街

地内における生活道路については、歩行者優先の道路改良を行っており、歩

行者の安全性確保による歩いて暮らせるまちづくりの実現を目指してきた。

今後も、歩道のバリアフリー化や憩いの空間としての広場整備、共同住宅の

建設促進等の施策を実施することにより、街なか居住の推進を図るとともに、

用途地域の見直し等土地利用規制の活用により、民間開発の適正な配置・誘

導による都市機能の集積を図る。

４ 市街地の整備改善のための事業.

①ガラッパ広場整備 ②水辺のプロムナード事業（建馬地区）（仮称）

③本町緑地再生事業 ④中心市街地アクセス強化事業（袋町本町１丁

目線改良） ⑤歩道のバリアフリー化（塩屋町通町線改良） ⑥松江城

町本町２丁目１号線改良

５ 都市福利施設を整備する事業.

⑦こどもプラザ事業（仮称） ⑧有料老人ホーム住宅型建設

６ 居住環境向上のための事業.

⑨中心市街地居住促進事業（中心市街地共同住宅供給事業・熊本県街

なか居住促進事業） ⑩中心市街地共同住宅建設

７ 商店街活性化のための事業及び措置.

⑪大規模小売店舗立地法の特例措置 ⑫大型商業ビル開発

⑬食品量販店建替え事業

８ ４から７までに掲げる事業及び措置と一体的に推進する事業.

⑭路線バス体系の見直し
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１１１１１１１１．．．．そのそのそのその他中心市街地他中心市街地他中心市街地他中心市街地のののの活性化活性化活性化活性化のためにのためにのためにのために必要必要必要必要なななな事項事項事項事項

［１］基本計画に掲げる事業等の推進上の留意事項

( ) 個別事業等に関連した実践的・試行的活動の内容・結果等1
中心商店街と中心市街地内の大型店（ゆめタウン）との連携により「中心商店街

とゆめタウンを結ぶシャトルバスの運行」、「無料レンタサイクル提供」、「商店街のイベ

ント情報等の共同発信」、「中元・歳末の大売出し事業の共同実施」等を行っており、今

後も継続して実施する予定である。

また、ガラッパ広場整備に関し、商業者、地権者、消費者、商工会議所、ＮＰＯ、

学識経験者、学生等２０名で構成するワークショップを３回開催し、広場整備に当

たって活発な意見交換が行われ、具体的な整備に関しても、設置するベンチ等の

色や素材から施設整備後の運営・管理に至るまでの検討を行った。

道路整備に関しては、住民アンケート、利用者・事業者の実態調査、交通量調

査等からなる交通体系調査を事前に行い、さらに実現可能性について地権者を含

む地域住民へのアンケート調査や住民説明会、個別訪問等を行って事業実施の

可能性を判断し、新計画へ盛り込んでいる。

［２］都市計画手法との調和等

（（（（１１１１））））新市建設計画新市建設計画新市建設計画新市建設計画

本市は平成１７年８月１日に６つの市町村の合併により新たに誕生した。それに

先立って、新市の施策の方向性を示す新市建設計画は、「市町村の合併の特例に

関する法律（合併特例法）」に基づき八代地域市町村合併協議会により平成１７年

３月に策定されている。中心市街地の活性化については、その中で位置付けされ

ており、その基本方針として拠点にふさわしい商業の振興を掲げ、施策大綱とし

て、新市の顔として中心市街地の活性化を推進することとしている。

中心市街地の活性化 新市の顔としての中心市街地

の活性化を推進する。

拠点にふさわしい

商業

①大型店と既存商店街との連携

魅力ある商店街づく ②新八代駅を中心とした新た

りの推進 な広域交流拠点の形成を中心

市街地や県道八代港線沿いの

商業集積地と連携・分担して進

める。

③地域の特性を生かした魅力

ある商店街づくりを進める。
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（（（（２２２２）））） 都市計画都市計画都市計画都市計画マスタープランマスタープランマスタープランマスタープラン

平成１１年３月に策定した都市計画マスタープランは、目標年次を平成１０年か

ら平成２７年までの２０年間とし、都市全体の将来像と地域ごとの将来像を明らか

にするとともに、都市づくりに明確な目標を与え、具体的な計画を決定する際の指

針としている。中心市街地に関しては、全体構想の中で都心ゾーンとして位置づ

け、本市のみならず、周辺町村を含む都市圏の魅力中心として商業業務機能やア

ミューズメント機能、行政、文化機能等の集積を図ることとしている。また、地域別

構想の中で具体的な下記の目標と方針を掲げている。

①①①① 中央地域中央地域中央地域中央地域まちづくりのまちづくりのまちづくりのまちづくりの目標目標目標目標

「「「「活力活力活力活力にににに満満満満ちちちち人々人々人々人々がががが集集集集うまちづくりうまちづくりうまちづくりうまちづくり」」」」

・水と緑と文化の香りのする商業・業務拠点の形成

・賑わいとやすらぎを感じる都市空間の形成／生産・物流拠点の整備

②②②② 主主主主なまちづくりのなまちづくりのなまちづくりのなまちづくりの方針方針方針方針

・県南の中心都市にふさわしい都市基盤の整備と都市機能の強化を図る。

・多様な商業・業務機能の強化により、中心市街地の活性化を推進する。

・中心市街地周辺では市街地住宅や商業・業務機能等の様々な都市機能の配

置を目指す。

・中心市街地から八代港にかけては、広域的物流ゾーン・商業・業務機能、生産

ゾーン及び海洋型レクリエーションゾーンの形成を図る。

・中心市街地を中心とする都市景観形成を促進する。

③③③③ 準工業地域準工業地域準工業地域準工業地域におけるにおけるにおけるにおける大規模集客施設大規模集客施設大規模集客施設大規模集客施設のののの立地抑制立地抑制立地抑制立地抑制

八代市都市計画マスタープランの一部見直しについて、都市計画審議会へ

諮問を行い、平成１８年１０月３日、諮問のとおり了承された。このため、準工

業地域については、コンパクトな市街地形成に向け、特別用途地区の活用によ

る大規模集客施設の立地抑制に取り組むこととし、本市の都市計画マスタープ

ランの土地利用方針に追記している。



( 127 )

[３]その他の事項

（（（（１１１１）））） 熊本県熊本県熊本県熊本県とのとのとのとの連携連携連携連携についてについてについてについて

熊本県では、改正中心市街地活性化法に基づく中心市街地活性化基本計画

の策定、推進体制の整備等、国の認定に向けた取り組みが円滑に進むよう対象

の市及び民間主体を支援する体制を整えている。

また、県の重点施策を推進する元気プロジェクトの一つである「中心市街地活

性化対策プロジェクト」を支援組織とし、商工観光労働部次長をリーダーとするプ

ロジェクトチームを立ち上げ、次の項目に関して市の支援に当たることとしている。

・中心市街地活性化法関係法令、施策等の情報提供

・基本計画策定、推進体制の整備等に対する助言

・県が関係する事業の情報提供及び事業間調整

こうしたことから、新計画の推進に当たっては、その中核となる中心市街地活

性化協議会のアドバイザーとして熊本県の商工政策課長、都市計画課長、八代

地域振興局総務振興課長に助言等を行ってもらうこととしている。

プロジェクトチームのプロジェクトチームのプロジェクトチームのプロジェクトチームの構成構成構成構成

商工観光労働部次長（リーダー）、土木部次長（サブリーダー）

企画課長、地域政策課長、交通対策総室長、健康福祉政策課長、少子化対策課

長、環境政策課長、商工政策課長、経営金融課長、観光物産総室長、農林水

産政策課長、農業経営課長、園芸生産・流通課長、道路保全課長、河川課

長、都市計画課長、建築課長、住宅課長

県県県県とのとのとのとの協議状況協議状況協議状況協議状況

○平成１８年８月１５日

新計画に関する県商工政策課との協議

○平成１８年９月２９日

新計画に関する県商工政策課との協議（九州経済産業局協議を受けて）

○平成１８年１２月１９日

新計画に関する県商工政策課との協議

○平成１９年１月２３日

新計画に関する県都市計画課及び商工政策課との協議

○平成１９年１月３１日

新計画（素案）に対する熊本県からの意見書
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（（（（２２２２）））） 環境等環境等環境等環境等へのへのへのへの配慮配慮配慮配慮についてについてについてについて

各種事業の実施に当たっては、下記の基本方針に基づき、環境等への配慮を

十分に行うこととしている。

・可能な限り環境に配慮した製品を使用するとともに、リサイクルへの取り組み

も併せて行う。

・事業実施に関して発生した廃材の徹底した分別や再利用に努め、ごみとなる

ものは極力少なくする。

各種法令（騒音規制法、振動規制法、熊本県生活環境の保全等に関する・

例等）に基づく規制の遵守を行う。

・ヒートアイランド対策として緑化の推進に努める。

（（（（３３３３）））） ユニバーサルデザインへのユニバーサルデザインへのユニバーサルデザインへのユニバーサルデザインへの配慮配慮配慮配慮についてについてについてについて

「どこでも、誰でも、自由に、使いやすく」の観点から、高齢者、障害者等の移動

等の円滑化の促進に関する法律及び熊本県やさしいまちづくり条例に基づき、特

定施設の建設に関しては、出入口、通路、トイレ、駐車場等についての事前協議を

義務付けている。

また、各種事業についてもユニバーサルデザインに配慮した事業の実施に努め

る。
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１２１２１２１２．．．．認定基準認定基準認定基準認定基準にににに適合適合適合適合していることのしていることのしていることのしていることの説明説明説明説明

基 準 項 目 説 明

第１号基準 意義及び目標に関する事項 １.中心市街地の活性化に関する基本的な

基 本 方 針 方針及び３．中心市街地の活性化の目標に

に適合する 記載

ものである

こと 認定の手続き 認定申請は本市が行う。協議会の意見は

９．［２］中心市街地活性化協議会に関する

事項に記載

中心市街地の位置及び区域 ２．中心市街地の位置及び区域に記載

に関する基本的な事項

４から８までの事業及び措置 ９．４から８までに掲げる事業及び措置の総

の総合的かつ一体的推進に 合的かつ一体的推進に関する事項に記載

関する基本的な事項

中心市街地における都市機 １０．中心市街地における都市機能の集積

能の集積の促進を図るため の促進を図るための措置に関する事項に記

の措置に関する基本的な事 載

項

その他の中心市街地の活性 １１．その他中心市街地の活性化のために

化に関する重要な事項 必要な事項に記載

第２号基準 目標を達成するために必要 ４．土地区画整理事業、市街地再開発事

基本計画の な４から８までの事業等が記 業、道路、公園、駐車場等の公共の用に供

実施が中心 載されていること する施設の整備その他の市街地の整備改

市街地の活 善のための事業に関する事項から８．４から

性化の実現 ７までに掲げる事業及び措置と一体的に推

に相当程度 進する事業に関する事項までに記載

寄与するも

のであると 基本計画の実施が設定目標 ３．中心市街地の活性化の目標に記載

認められる の達成に相当程度寄与うる

こと ものであることが合理的に

説明されていること
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第３号基準 事業の主体が特定されてい ４．土地区画整理事業、市街地再開発事

基本計画が るか、又は、特定される見込 業、道路、公園、駐車場等の公共の用に供

円滑かつ確 みが高いこと する施設の整備その他の市街地の整備改

実に実施さ 善のための事業に関する事項から８．４から

れると見込 ７までに掲げる事業及び措置と一体的に推

まれるもの 進する事業に関する事項までに記載

であること

事業の実施スケジュールが ４．土地区画整理事業、市街地再開発事

明確であること 業、道路、公園、駐車場等の公共の用に供

する施設の整備その他の市街地の整備改

善のための事業に関する事項から８．４から

７までに掲げる事業及び措置と一体的に推

進する事業に関する事項までに記載


